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第 1 章

はじめに
この度は、Pro Tools システム用 Synchronicプラグ
インをお買い上げいただき誠にありがとうござい
ます。Synchronic は、オーディオ・ループをマニ
ピュレートすることで、まったく新しく、おもし
ろいリズム・バリエーションを作り出すことがで
きるように設定されており、オーディオ・ループ
を根本的に組み換える理想的なリズム・マシンと
して使用できます。

Synchronic は、実質的にはインストゥルメント・プ
ラグインであり、いったん切り刻んだオーディオ・
ループを組み換えるといったマニピュレーション
に威力を発揮します。ループを Synchronic にいっ
たんロードすると、Synchronicの画面上のインター
フェイスに加え、Pro Tools の MIDI トラック、外
部 MIDI コントローラー、または Pro Toolsのプラ
グイン・オートメーションとして Synchronic をコ
ントロールできます。

Synchronic では、ループをそれぞれの拍および下
位区分（スライス）に細分化し、プレイバックの
順序や速度、音量をマニピュレートしながら、テ
ンポ・チェンジを含め、セッションのテンポにシ
ンクした状態でプレイバックできます。
Synchronic には、これに加え、マルチ・エフェク
ト・プロセッサーとしての機能が内蔵されており、
フィルター・スウィープやディレイなどのエフェ
クトをセッション・テンポにイン・テンポでシン
クさせることができます。

Synchronic では、MIDI ビート・クロック
に対してシンクするため、Synchronic を
再生するには、Pro Tools をプレイバック
することが必要です。
Synchronic の特徴 

• Sound、Playback、Effect、および XFadeのプリ
セット、ならびにパフォーマンス・パラメー
ターを含め、DJ機材の特徴がユーザー・イン
ターフェイスに反映されており、ライブ・パ
フォーマンスに威力を発揮  

• 独自のプラグイン・ウィンドウに加え、MIDI
コントローラー、コンピューター・キーボー
ド（キーボード・フォーカス・モード）、MIDI
またはプラグイン・オートメーション、もし
くはデジデザイン推奨コントロール・サー
フィスから直接コントロール可能 

• 44.1 kHz、48kHz、88.2 kHz、および96 kHzの
セッションに対応  

• RTAS と AudioSuite の両バージョンに対応

Synchronic のパッケージ内容

Synchronic プラグインのパッケージには、次が同
梱されています。 

• インストーラー CD-ROM 

• iLok Smart Key 用ライセンス・カード（iLok
Smart Keyは同梱されていません） 

• Synchronic プラグイン・ガイド（本PDF版ガイ
ド） 

• ユーザー登録カード
第 1 章：はじめに 1
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システム要件

Synchronic を使用するには、次が必要になりま
す： 

■ デジデザインで動作確認がとれている Pro Tools
HDシステム、Pro Tools LEシステム、または Pro
Tools M-Poweredシステム

システム要件の詳細については、弊社のWebサ
イト（www.digidesign.com）でご確認ください。

互換性について

デジデザインでは、ハードウェアおよびソフト
ウェアについて、一定の基準で動作確認作業を
行っており、動作確認がとれている製品に対して
のみ互換性を保証し、サポートを提供しておりま
す。

コンピューターの OS やハードディスクを含め、
サードパーティ製品との互換性に関する最新情報
については、弊社のWebサイトでご確認ください。
（www.Digidesign.co.jp/japan/compato）
Synchronic プラグイン・ガイド
ユーザー登録のお願い
弊社の DigiStore（www.digidesign.com）の Internet
Activation を使用してプラグインを購入された場
合は、ユーザー登録が自動的に手続きされます。

パッケージに梱包されたプラグインを購入された
場合は、同梱されている『ユーザー登録カード』
に記載されている方法で、オンラインで手続きを
行ってください。

正規ユーザーとしてご登録していただいた皆様に
は、ソフトウェアの定期的なアップデートのほか、
アップグレードに関するご案内をさせていただき
ます。

テクニカル・サポートについては、弊社のWebサ
イト（www.digidesign.com）、または同梱されてい
る『ユーザー登録カード』でご確認ください。

プラグインの操作方法
次の点については、『DigiRack プラグイン・ガイ
ド』または『Digidesign プラグイン・ガイド』を参
照してください。 

• トラックへのプラグインのインサート 

• クリップ・インジケーター 

• プラグイン・ウィンドウ 

• パラメーターの調整方法 

• プラグイン・パラメーターのオートメーショ
ン 

• プラグイン・セッティング・ライブラリアン
の使い方



凡例
本書では、メニューアイテムの選び方やマウスの
操作方法を簡略化するために、次のような方法で
表記しています。 

:

文中のアイコン

表記法 操作法

［ファイル（File）］＞
［上書き保存（Save）］

［ファイル］メニューか
ら［上書き保存］コマ
ンドを選ぶ

Control+N Controlキーを押しなが
ら数字、記号、または
アルファベットのキー
を押す

Control- クリック Controlキーを押しなが
ら、マウスボタンをク
リックする

右クリック
（Windows）

Windows システムで、
右側のマウスボタンを
クリックする

Pro Tools を使ううえで、ヒントになるよ
うなポイントを紹介しています。

データやシステムのパフォーマンスに影
響を与える可能性ある点など、とくに注意
を要することについては、このマークで表
記しています。

コンピューターのキーボードやマウスを
使ったショートカットを紹介しています。

関連する項目など、併せて参照すべき節や
項については、このマークで表記していま
す。
www.digidesign.com について
弊社の Web サイト（www.digidesign.com）では、
皆様にProToolsを最大限に活用していただけるよ
う、さまざまな情報を提供させていただいており
ます。ご提供させていただいているサービスの一
部を、ここでご紹介させていただきます。

ユーザー登録：ご購入になった製品をオンライン
でご登録いただけます。登録方法については、
パッケージに同梱されているユーザー登録カード
に記載されています。

サポート：弊社のテクニカル・サポートやカスタ
マー・サービスへのお問い合わせ、ソフトウェア・
アップデートや最新版オンライン・マニュアルの
ダウンロード、システム要件や互換性情報の閲覧、
Answerbase の検索、Pro Tools のユーザー・コン
ファレンスへの参加など、さまざまなサービスを
提供しております。

トレーニング＆エデュケーション：ProTools の認
定オペレーターまたはエキスパートとしての資格
を得る、オンラインで独学する、認定 Pro Toolsト
レーニング・センターに応募するといった方法に
ついて情報を提供しています。

製品のご案内およびデベロップメント・パート
ナーのご紹介：弊社製品のご案内をはじめ、デモ
版ソフトウェアのダウンロード配布、デベロップ
メント・パートナーによるプラグイン、アプリケー
ション、およびハードウェアをご紹介しています。

ニュースおよびイベント：Pro Tools の製品説明会
やデモについての最新情報を提供しています。

このほかにも ProToolsに関する情報が満載されて
おりますので、弊社Webサイトに是非アクセスし
てください（www.digidesign.com）。
第 1 章：はじめに 3
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第 2 章

インストールと基本設定の方法
Synchronic のインストール方法
Synchronic をインストールするには、Synchronicイ
ンストーラーCD-ROMを使います。

Synchronic を Windows にインストール
するには：

1 Windowsを起動し、管理者権限でログインしま
す。管理者権限の詳細については、Windows の
説明書を参照してください。

2 Synchronic のインストーラーCD-ROMをドライ
ブにセットします。Synchronic のインストー
ラー・フォルダを開き、Synchronic Setupアイコ
ンをダブルクリックします。

3［次へ］をクリックしてインストール作業を開始
します。

4 画面に表示される指示に従って、インストール
作業を続けます。

すべてのソフトウェア・コンポーネント、およ
びPACEシステム・ファイルのインストール作
業が完了したら、次のステップに進みます。

5 インストール作業が完了したら、［完了］をク
リックします。
Synchronic を Macintosh にインストール
するには：

1 Synchronic のインストール先のアカウントに管
理者権限でログインしていることを確認しま
す。

2 Synchronic のインストーラーCD-ROMをドライ
ブにセットします。［Install Synchronic］をダブ
ルクリックします。

3 まず管理者のパスワードを入力し、次に［OK］
をクリックします。

4［インストール］をクリックします。

5 画面に表示される指示に従って、インストール
作業を続けます。

6 インストール作業が完了したら、［終了］をク
リックします。

Mac OS X の管理者権限の詳細について
は、MacOS X の説明書を参照してくださ
い。
第 2 章：インストールと基本設定の方法 5
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Synchronic のオーソライズ方法
Synchronic プラグインをオーソライズするには、
PACEAnti-Piracy 社製のiLok USBSmart Key（iLok）
を使います。

iLok は外見上、ドングルに似ていますが、さまざ
まに異なる開発元の複数のアプリケーションを確
実にオーソライズできるという点が特徴です。

iLokでは、iLok対応アプリケーションに対し、100
以上のオーソライズ情報をおさめることができま
す。iLok を特定のソフトウェアに対していったん
オーソライズすると、同じソフトウェアをインス
トールした別のコンピューターにiLokを装着する
ことで、該当するソフトウェアを使用できます。

弊社の DigiStore（www.digidesign.com）でプラグ
インをオンラインで購入された場合は、iLok.com
から iLok へライセンスをダウンロードすること
で、オーソライズ作業を実行できます。操作方法
の詳細については、『iLok Usage Guide』、または
iLok の Web サイト（www.iLok.com）でご確認く
ださい。

パッケージに梱包されたプラグインを購入された
場合は、同梱されているライセンス・カードをiLok
に差し込むことで、オーソライズ作業を実行でき
ます。

iLok USB Smart Key

iLok USB Smart Key は、プラグインまた
はソフトウェア・オプションには付属して
いません。ProTools HD シリーズ・システ
ムなど、Pro Toolsのシステムによっては、
iLok が付属しているほか、別売の製品と
しても用意されています。
Synchronic プラグイン・ガイド
プラグインに付属しているライセンス・カードを
使ってオーソライズする場合は、次の手順に従っ
てください。

iLok とライセンス・カードを使って
プラグインをオーソライズする

ライセンス・カードに関しては、それぞれのプラ
グインに対して特定のものが必要です。プラグイ
ンを購入された際には、適切なライセンス・カー
ドが付属しています。ライセンス・カードには、
GSM カットアウトと呼ばれる、取りはずし可能な
プラスチック製チップが用意されています。

この節で説明するオーソライズ方法については、
それぞれのプラグインごとに実行することが必要
です。

iLok を使ってプラグインをオーソライズする
には：

1 コンピューターのいずれかの空いている USB
ポートに iLokを差し込みます。

2 Pro Tools を起動します。「インストールされて
いるプラグインまたはソフトウェア・オプショ
ンのなかに、オーソライズされていなものが含
まれています」という趣旨のプロンプトが表示
されます。

iLok テクノロジー、およびオーソライズ
方法の詳細については、PDF 版『iLok
Usage Guide』を併せて参照してくださ
い。

プラグインまたはソフトウェア・オプショ
ンのデモ・バージョンをすでに使用してい
る場合は、iLok を装着する前に、Pro Tools
を起動します。Pro Tools を起動した後、
プロンプトが表示されたら、コンピュー
ターのいずれかの空いている USBポート
に iLokを差し込みます。



3「ライセンス・カードを iLok に装着してくださ
い」という趣旨のプロンプトが表示されるまで、
画面に表示される指示に従って作業を進めま
す。

4 ライセンス・カードから GSM カットアウトの
部分を取りはずします。この際、無理な力が加
わらないように注意してください。

5 GSMカットアウト部分をiLokに差し込みます。
GSMカットアウトの金属部分がiLokのカード・
リーダー部分に接触していることを確認しま
す。

6 画面に表示される指示に従い、それぞれのプラ
グインごとにオーソライズ作業を実行します。

7 オーソライズ作業が完了したら、iLokから GSM
カットアウトを抜き取ります（GSMカットアウ
トだけを抜き取ることができない場合は、いっ
たん iLokごと抜き取り、GSM カットアウトを
抜き取ったiLokをコンピューターのいずれかの
空いているUSBポートにiLokを差し込みます）。

Synchronic のアンインストール
方法
Synchronicのデモ版をインストールしている場合、
試用期限が切れた時点で、アンインストールする
ことをお勧めします。Synchronic のデモ版をイン
ストールしたままにしておくと、Pro Toolsを起動
するたびに、「試用期限が切れています」という趣
旨のプロンプトが表示されてしまいます。

ライセンス・カードを装着した iLok
Synchronic を Windows XPから
アンインストールするには：

1［スタート］ボタンをクリックします。

2［コントロールパネル］をクリックします。

3［プログラムの追加と削除］をダブルクリックし
ます。

4 まず［現在インストールされているプログラム］
のリストから［Digidesign Synchronic］を選択し、
次に［変更と削除］ボタンをクリックします。

5［変更と削除］ボタンをクリックします。

6［OK］をクリックして、Synchronic のアンイン
ストール作業を実行します。

7 アンインストール作業が完了したら、［プログラ
ムの追加と削除］ウィンドウを閉じます。

Synchronic を Macintosh から
アンインストールするには：

1 起動ディスクにある［Plug-Ins］フォルダを開き
ます（Library/Application Support/Digidesign）。

2 Synchronic をゴミ箱にドラッグします。

3 ゴミ箱を空にします。

Synchronic RTAS をトラックに
インサートする
RTAS（リアルタイム）バージョンの Synchronic
は、モノまたはステレオのインストゥルメント・
トラックまたはオーディオ・トラックにインサー
トすることで使用できます。Synchronicでは、画面
上のインターフェイス、MIDIコントローラー、コ
ントロール・サーフィス、プラグイン・オートメー
ション、またはインストゥルメント・トラックを
プレイバックすることで操作できます。

Synchronic をトラックにインサートすると、その
トラック上で唯一のオーディオ入力音源となりま
す。Synchronic をオーディオ・トラックにインサー
トした場合は、Pro Tools をプレイバックしても、
第 2 章：インストールと基本設定の方法 7
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Synchronic をインストールしているトラック上の
オーディオ・リージョンは再生されません。また、
Synchronicをトラックにインサートした場合は、ト
ラックへの入力信号がプレイバック中に実質的に
ミュートされることになります。Synchronic を単
独のトラック上に 2 箇所以上にインサートした場
合は、下流の Synchronic だけが再生されます。

Synchronicでは、複数のトラックに同時にインサー
トできます。Synchronic をインサートすると、バー
チャル MIDI ノードがそれぞれに新規作成され、
“Synchronic 1”を最初にして通し番号がふられま
す。それぞれのSynchronic のバーチャルMIDIノー
ドは、Pro Tools のMIDI トラックのMIDI デスティ
ネーションとして、アウトプット・セレクターに
選択肢として表示されます。Synchronic をMIDIト
ラックの出力先として選択する方法については、
11 ページの『パフォーマンス用インストゥルメン
ト・トラックの設定』を参照してください。

Synchronic をトラックにインサートするには：

1［トラック（Track）］＞［新規...（New...）］を選
び、ひとつのモノまたはステレオのインストゥ
ルメント・トラックまたはオーディオ・トラッ
クを指定します。

2［作成（Create）］をクリックします。

3 目的のトラックのインサート・セレクターをク
リックし、［Synchronic］を選択します。 

.

Synchronic をステレオ・オーディオ・トラックに
インサートする
Synchronic プラグイン・ガイド
Synchronic プラグインをトラックから
取り除くには：  

■ インサート・セレクターをクリックし、ポップ
アップメニューから［インサートなし（No
Insert）］を選択します。

複数個所にインサートした Synchronicの
管理方法

複数のトラックに対して Synchronic をインサート
した場合、次のいずれかの方法で、プレイバック
の対象となる Synchronic を管理できます。 

• トラックのミュート・ボタンを使ってSynchronic
をミュートし、別のトラックにインサートして
いる Synchronic のプレイバックを続ける。 

• 特定のSynchronicのインスタンスに対し、空白の
プリセットを呼び出す。たとえば、サウンド・プ
リセット 12 が空白の場合は、サウンド A とサ
ウンドBの両方に対して呼び出すことができま
す。 

• Synchronic のプラグイン・ウィンドウの［bypass］
ボタンをオンに切り換える。一般のプラグイン
とは異なり、Synchronic では、トラック入力ま
たはディスクからのオーディオ信号が通過せ
ず、Synchronic にインポートしているオーディ
オだけがプレイバックされます。このため、プ
ラグイン・ウィンドウの［bypass］ボタンが、一
般のバイパス機能の代わりにミュート・ボタン
として機能します。

Synchronic をトラックから取り除くと、
ロードしているオーディオ・ファイルを含
め、Synchronic のパラメーターに対して
加えた変更内容が失われます。セッティ
ング・ライブラリアン機能を使うと、ロー
ドしているオーディオ・ファイルを含め、
Synchronic のパラメーターをプリセット
として保存できます（第 6章『セッティン
グ・ライブラリアン機能の使い方』 参
照）。



Synchronic AudioSuite の使い方
AudioSuite バージョンの Synchronic では、大部分
の点で RTAS バージョンと同じように機能します
が、いくつかの点で大きく異なります。これらの
相違点については、第 7『Synchronic AudioSuiteプ
ラグインの使い方』で詳しく説明しています。

Synchronic RTAS の
プラグイン・ウィンドウ
Synchronic をインサートしたトラックのインサー
ト・ボタンをクリックすると、プラグイン・ウィ
ンドウが表示され、Synchronic のパラメーターを
リアルタイムでコントロールできます。

トラック・セレクター：セッション上のインス
トゥルメント、Aux 入力、およびオーディオのい
ずれかのトラックにアクセスできます。

インサート・ポジション・セレクター：現在のト
ラック上の別のインサート・ポジションにアクセ
スできます。

Synchronic のプラグイン・ウィンドウ（RTASバー
ジョンの例）

インサート・ボタン

設定
（セッティング）
メニュー

トラック・セレクター

ライブラリアン・
メニュー

インサート・ポジション・セレクター

プラグイン・セレクター
エフェクト・
バイパス
（bypass）

比較
（compare）

オートメーション

オート
メーション・
セーフ（safe）

ターゲット・プラグイン

インサート・セレクター

前へ戻る

プラグイン設定

次へ進む
MIDI ノード
プラグイン・セレクター：このポップアップメ
ニューには、［Plug-Ins］フォルダにインストール
されているリアルタイム・プラグインが表示され、
目的のプラグインを選択できます。

bypass（バイパス）：現在表示されているプラグ
インがオフに切換わります。Synchronic では、通
常のバイパス機能の代わりに、実質的にミュート・
ボタンとして機能します。

設定（セッティング）メニュー：プラグインの
セッティング内容をコピー、ペースト、保存、お
よびインポートできます。

ライブラリアン・メニュー：プラグインのルート
設定フォルダまたは現在のセッションの設定フォ
ルダに保存されているセッティング・ファイルを
呼び出すことができます。

比較（compare）：このボタンをクリックすると、
現在のセッティング内容と前回保存した状態を交
互に切り換えて聴き比べることができます。

オートメーション・パラメーター有効化
（auto）：このボタンをクリックすると、ダイアロ
グが開き、オートメーションの記録の対象とする
パラメーターを取捨選択できます。

オートメーション・セーフ（safe）：このボタン
をオンに切り換えると、オートメーションが書き
込み禁止の状態になり、既存のデータを上書きす
る心配がなくなります。

ターゲット・プラグイン：複数のプラグイン・
ウィンドウを開いている場合、このボタンをク
リックして、ボタンが赤く点灯しているウィンド
ウが、キーボード・コマンドの操作対象になりま
す。このボタンをクリックして、消灯（グレイ）さ
せた場合は、別のプラグイン・ウィンドウを開い
ても、そのウィンドウの内容に置き換わることな
く、同じ状態で開いたままになります。これは、ア
ウトプット・ウィンドウやセンド・ウィンドウの
ターゲット・ボタンと同じように機能します。
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MIDI の設定
（RTASのみ）

Synchronicをインストゥルメント・トラックのデー
タとして、または外部MIDIコントローラーやMIDI
コントロール・サーフィスから MIDI を通してコ
ントロールするには、まず Pro Tools のMIDI 環境
を設定することが必要です。

入力装置（Input Devices）の設定
（Macintoshのみ）

Synchronic プラグインをMIDI キーボード・コント
ローラーからプレイバックしたり、インストゥル
メント・トラックにレコーディングしたりするに
は、使用するディバイスを［入力装置（Input
Devices）］ダイアログで登録することが必要です。

入力装置を登録するには：

1［設定（Setup）］＞［MIDI］＞［入力装置...（Input
Devices...）］を選びます。

2 Synchronic プラグインのプレイバック、および
MIDIデータのレコーディングに使用する MIDI
ディバイスを選択します。

MIDI インターフェイスや MIDI ディバイ
ス、OS（Windowsまたは Macintosh）の
設定方法については、『スタートアップ・
ガイド』を参照してください。

［MIDI 入力装置（MIDI Input Devices）］ダイアログ
Synchronic プラグイン・ガイド
3 最後に［OK］をクリックします。

MIDI のモニタリング

レコーディング中の MIDI データをモニタリング
するには、［MIDI スルー（MIDI Thru）］を選択し
ておきます。MIDI スルーをオンにすると、レコー
ド・イネーブルに切り換わっているインストゥル
メント・トラックにアサインされているディバイ
スとチャンネルに対して、MIDI コントローラーか
らのMIDI 信号がルーティングされます。

MIDI スルー（MIDI Thru）をオンに
設定するには：  

■［設定（Setup）］＞［MIDI］＞［MIDI スルー（MIDI
Thru）］を選択します。

MIDI スルーを使用するときは、MIDI キーボード・
コントローラー側のローカル・コントロールをオ
フにするように注意してください。ローカル・コ
ントロールをオンのままにしておくと、MIDI キー
ボードが MIDI ノートを重複して受信し、音が鳴
りっぱなしになる恐れがあります。ローカル・コ
ントロールをオフにする方法については、MIDI
ディバイスに付属しているマニュアルを参照して
ください。

実際には使用しない MIDI ディバイスの選
択を解除すると、MIDIの全体的なパフォー
マンスが向上します。

［MIDIスルー（MIDI Thru）］をオンにする
と、レコード・イネーブル・トラックにア
サインされた MIDI ディバイスに対して、
システム・エクスクルーシブ・イベントが
送信されます。ただし、256バイト未満の
データに制限されます。



MIDI 入力信号のフィルタリング

MIDI 入力フィルター（MIDI Input Filter）機能を使
うと、受信する MIDI メッセージの種類を取捨選
択できます。［すべて（All）］を選択すると、チャ
ンネル・メッセージやコントロール・チェンジな
ど、すべてのメッセージがレコーディングの対象
になります。

［選択されたものだけ（Only）］を選択すると、
チェックボックスで選択したメッセージだけがレ
コーディングの対象になります。これに対して
［選択されたもの以外（All Except）］を選択すると、
チェックボックスで選択したメッセージを除外
し、それ以外のすべてのメッセージがレコーディ
ングの対象になります。

Synchronic は、アフタータッチとプログラム・チェ
ンジの両メッセージには反応しないため、この 2
つのメッセージを受信しないように設定すると、
Pro Tools に入力される余分な MIDI データをはぶ
くことができます。

アフタータッチを除外する設定例

アフタータッチを除外するには：

1［設定（Setup）］＞［MIDI］＞［入力フィルター ...
（Input Filter...）］を選びます。

2［選択されたもの以外（All Except）］を選択しま
す。
3［モノアフタータッチ（Mono Aftertouch）］と［ポ
リフォニックアフタータッチ（Polyphonic
Aftertouch）］を選択します。

4 最後に［OK］をクリックします。

パフォーマンス用
インストゥルメント・
トラックの設定
（RTASのみ）

Synchronic をインストゥルメント・トラックまた
はオーディオ・トラックにいったんインサートす
ると、インストゥルメント・トラックに加え、オー
ディオ・トラックまたは Aux入力トラックからプ
レイバックできます。インストゥルメント・ト
ラックには、Synchronic からMIDIコントローラー
への MIDI スルー機能が用意されているので、ラ
イブやスタジオでのパフォーマンスが可能です。

MIDI 入力フィルター（MIDI Input Filter）
第 2 章：インストールと基本設定の方法 11
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MIDI トラックで Synchronic をコントロールする
には：

1 Synchronic を新規のインストゥルメント・ト
ラック（もしくはオーディオまたはAuxトラッ
ク）にインサートします。詳細については、7
ページの『Synchronic RTAS をトラックにイン
サートする』を参照してください。

新規のインストゥルメント・トラックにインス
トゥルメント・プラグインを最初にインサート
すると、トラックの MIDI アウトプットに自動
的にアサインされ、インストゥルメント・ビュー
の MIDI アウトプット・セレクターに表示され
ます。

2 インストゥルメント・トラックのインプット・
パス・セレクターで、MIDI ポート（Windows）
またはスタジオ・セットアップ内の MIDI コン
トローラー（Macintosh）を選択します。

3 インストゥルメント・トラックをレコード・イ
ネーブルに切り換え、トラックの MIDI入力（外
部 MIDI コントローラー）から Synchronic へ
MIDI信号を通過させます。

Pro Tools では、オーディオと MIDI の両
データをレコーディングできるので、編集
とリミックスを継続して行うことができ
ます。

インストゥルメント・トラックでインス
トゥルメント・プラグインを使用する場合
は、インストゥルメント・ビューが表示さ
れていることを確認してください（［表示
（View）］＞［編 集 ウ ィ ン ド ウ（Edit
Window）］＞［インストゥルメント
（Instruments）］、または［表示（View）］＞
［ミックスウィンドウ（Mix Window）］＞
［インストゥルメント（Instruments）］）。
Synchronic プラグイン・ガイド
MIDI レーテンシー

インストゥルメント・トラックでは、MIDIデータ
がバッファーに蓄えられるため、コントロール・
データの送信とコントロール・データが再生に反
映されるまでの間にレーテンシーは生じません。
ただし、外部 MIDI ディバイスでは必然的に若干
のレーテンシーが生じてしまいます。

Synchronic プラグインには、516 サンプルの遅延が
生じますが、遅延補正（Delay Compensation）機能
をオンに設定すると、自動的に補正されます。

外部 MIDI コントローラーに起因するレーテン
シーを補正する方法としては、遅延補正（Delay
Compensation）機能とは別に、インストゥルメン
ト・トラックに対して MIDI コントロール・デー
タをレコーディングしてから、クオンタイズする
という方法もあります。ただし Synchronic では、
Pro Tools の MIDI ビート・クロックとシンクして
プレイバックされ、プレイバック分解能がクオン
タイズされるため、MIDIコントローラーの演奏に
若干のズレがある場合でも、問題となるケースは
稀といえます。

Pro Tools 7.0 以降では、Pro Tools HD シ
ステムでRTASプラグインを使用する際に
も遅延補正（Delay Compensation）機能
がサポートされています。



第 3 章

Synchronic の概要
この章では、Synchronic が備えている機能の概要
について説明します。

Synchronic のモジュール構成
Synchronic はモジュール構成になっており、オー
ディオ・ファイル（ループ）のインポートやスラ
イス、プレイバック、マニピュレーションといっ
た作業をモジュールで分担して操作します。
Synchronic は、Sound、Playback、Effect、XFade、お
よび MIDI の 5 つのモジュールで構成されていま
す。

Performance モードに用意されているモジュール
（Synchronic RTAS）
Sound モジュール：ビット・デプスとサンプル・
レートに関係なく、最大 12 のモノとステレオのい
ずれかのオーディオ・ファイルをロードできます。
ファイルをいったんインポートすると、スライス
してから、Pro Tools の MIDI ビート・クロックに
シンクした状態でプレイバックできます。この
際、いずれかの 2 つのサウンド（A と B）を同時
にプレイバックできます。

Playback モジュール：Sound モジュールの出力を
マニピュレートします。Playbackモジュールでは、
サウンドの速度や順番、方向といったさまざまな
要素をコントロールできます。

Effect モジュール：Playback モジュールの出力を
エフェクト処理します。Gain、Noise、Filter、およ
びDelayの4つのエフェクトが用意されており、こ
れらを同時に使用できます。

XFadeモジュール（RTASのみ）：Sound、
Playback、および Effect モジュールで処理したあ
と、A とB の 2つのサウンドをミックスします。A
と B の2 つのサウンドをクロスフェード処理する
には、PRESET と MANUAL の 2 つのモードが用
意されています。

MIDI モジュール（RTASのみ）：サウンドとプリ
セットのコンビネーションを MIDI を通してアサ
インしたり、トリガーしたりすることができます。
また、MIDI コントローラーを Synchronic のパラ
メーターにマッピングして、コントロールするこ
ともできます。
第 3章：Synchronic の概要 13
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Synchronic RTAS の
プレイバック

Synchronic RTAS では、一般のプラグインとは異な
り、トラック上のデータまたは外部からの入力信
号はプレイバックされません。 この代わりに
Synchronic では、次の仕組みでサウンドがプレイ
バックされます。

1 サンプラーにサウンドを追加するのと同じ要領
で、オーディオ・ファイル（ループ）をSynchronic
のSound モジュールにロードする。

2［DETECTION］スライダーを使って、拍や拍の
下位区分といった論理的単位にループをスライ
スする。

3 スライスしたループをテンポに合わせてプレイ
バックする。

Synchronic の Playback モジュールでは、それぞ
れのスライスのプレイバック方法をマニピュ
レートできます。また、RTAS バージョンの
Synchronic にはイン・テンポ機能が用意されて
おり、AとB の 2つの異なるサウンドをミック
スできます。

Synchronic では、プレイバックがPro Tools のト
ランスポートと連動して開始し、停止します。

AudioSuite バージョンの Synchronic の詳
細については、第 7 章『Synchronic
AudioSuite プラグインの使い方』を参照
してください。

AudioSuite バージョンの Synchronic をプ
レイバックする方法の詳細については、
61 ページの『Synchronic AudioSuite での
試聴』を参照してください。
Synchronic プラグイン・ガイド
ループをロードする

Synchronic にループをロードするには：

1 Synchronic をトラックにインサートします（7
ページの『Synchronic RTAS をトラックにイン
サートする』参照）。

Synchronic をトラックにインサートする
と、Synchronic がそのトラック上で唯一
の音源となります。オーディオ・リージョ
ンを含んでいるオーディオ・トラックに
Synchronic をインサートすると、トラッ
クに含まれているオーディオ・リージョン
は実質的にミュートされることになりま
す（7 ページの『Synchronic RTAS をト
ラックにインサートする』参照）。

Synchronic にオーディオ・ファイル（ルー
プ）をロードする方法の詳細については、
24 ページの『サウンドをインポートする』
を参照してください。

Synchronic のプラグイン・ウィンドウ
（オーディオがロードされていない）



2 必要に応じて、Soundモジュールを Edit モード
に切り換えます。PerformanceモードとEdit モー
ドを切り換えるには、モード・トグルをクリッ
クします（17 ページの『Performance モードと
Edit モード』参照）。

3 オーディオ・ファイル（モノ、デュアル・モノ、
またはステレオ）を波形ディスプレイにイン
ポートするには、次のいずれかの操作を行いま
す。 

• ワークスペース（Workspace）から波形ディ
スプレイにオーディオ・ファイルをドラッグ
する。 

• まず［IMPORT...］ボタンを使ってオーディ
オ・ファイルを現在のプリセットとしてイン
ポートし、次に［インポート（Import）］ボタ
ンをクリックする。ダイアログが表示された
ら、目的のオーディオ・ファイル（ループ）
にアクセスして選択します。モノ・ファイル
はモノ・プリセットとしてインポートされ、
デュアル・モノ・ファイル（.Lと .R）および
インターリーブ・ステレオ・ファイルはステ
レオ・プリセットとしてインポートされま
す。

Edit モードの Soundモジュール

Shift- クリックすると、連続した複数の
ファイルを選択できます。非連続の複数
のファイルを選択するには、Control- ク
リック（Windows）または Command- ク
リック（Macintosh）します。

Edit/Performance
モード・トグル ［IMPORT...］ボタン 現在のプリセット
4［開く（Open）］をクリックします。

選択したファイルが Synchronic にロードされ、
現在のプリセットとして保管されます。ロード
したファイルの波形が波形ディスプレイに表示
されます。複数のループを選択した場合は、連
続したプリセットとしてロードされます。

ループをスライスする

ループをいったんロードすると、スライスして、
セッションのテンポに合わせてプレイバックでき
ます。

インポートするオーディオ・ファイル（ループ）を
選択する

波形ディスプレイに表示されたステレオ・ファイル
（スライス前）
第 3章：Synchronic の概要 15
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Synchronic にロードしたループを
スライスするには：  

■ ループを構成するスライスが目的の数になるま
で、［DETECTION］スライダーを調整します。
［DETECTION］のパーセンテージを大きくする
と、アタックのピーク部分が検出され、波形ディ
スプレイにスライスが表示されます。

ループをプレイバックする

RTAS バージョンのSynchronic でループを
プレイバックするには：  

■ Pro ToolsのトランスポートのPlayをクリックす
るか、スペースバーを押します。

AudioSuite バージョンの Synchronic でループを
プレイバックするには：  

■ プラグイン・ウィンドウの［preview］ボタンを
クリックします。

Synchronic にロードされているループがセッ
ションのテンポに合わせてプレイバックされま
す。

サウンド・プリセット 1 にロードしたループを
スライスした様子

ループをスライスする方法の詳細につい
ては、27 ページの『サウンドをスライス
する』を参照してください。

［DETECTION］スライダースライス
Synchronic プラグイン・ガイド
Synchronic のパフォーマンス

Synchronic に最大 12 の範囲でループをロードし、
スライスすると、Playback、Effect、および XFade
のモジュールを使いながら、ループを“演奏”で
きます。

スライスは異なる順番でプレイバックできるほ
か、Filter や Delayのイン・テンポ効果を加えたり、
異なるサウンドとエフェクトのコンビネーション
をクロスフェードしたりすることができます。  

\

Synchronic には柔軟なプレイバックとエフェクト
機能が用意されているほか、DJ 機材と共通した
ユーザー・インターフェイスにより、リアルタイ
ムでのパフォーマンスに威力を発揮します。プラ
グイン・ウィンドウのユーザー・インターフェイ
スに加え、MIDI コントローラーやコンピュー
ター・キーボード、コントロール・サーフィスで
リアルタイムでコントロールできるほか、Pro
Tools の MIDI トラックで MIDI データとしてコン
トロールしたり、プラグイン・オートメーション
としてコントロールしたりすることができます。  

\

Playback、Effect、およびXFade モジュー
ルの詳細については、第 4章『Synchronic
のパラメーター』を参照してください。

Synchronic をオートメーションとして記
録する方法については、第5章『Synchronic
RTAS のオートメーション』を参照してく
ださい。



Performance モードと
Edit モード
Synchronic に用意されているそれぞれのモジュー
ルは、モード・トグルを使うことで、Performance
モードとEdit モードを個別に切り換えることがで
きます。たとえば、いずれかのモジュールを Edit
モードで微調整しながら、別のモジュールを
Performance モードでプレイバックできます。

Performance モードとEdit モードを切り換える
には：  

■ モジュール名の右側にあるモード・トグルをク
リックします。

モード・トグルの三角形が右を向いている場合
は、モジュールが Performance モードに切換わっ
ていることを示します。モード・トグルの三角
形が下を向いている場合は、モジュールが Edit
モードに切換わっていることを示します。

Performance モード

Synchronic RTAS では、それぞれのモジュールを
Performance モードで表示でき、プリセットとパ
フォーマンスをコントロールできます。
Performance モードでは、Sound モジュールにロー
ドするサウンドを選択できるほか、Playback、
Effect、XFade、およびMIDI モジュールでプリセッ
トを選択したり、パフォーマンスをマニピュレー
トしたりすることができます。

AudioSuite バージョンの Synchronic は、
Edit モードだけで作動します。
Performance モードは用意されておらず、
モード・トグルも用意されていません。
詳細については、59 ページの『Synchronic
AudioSuite の モジュール』を参照してく
ださい。

モード・トグル（Soundモジュール）

モード・トグル
（Performance モード）
Edit モード

Edit モードでは、モジュールのコントロール類を
微調整できます。Edit モードでパラメーターに変
更を加えると、現在選択しているプリセットに対
して変更が瞬時に反映されます。Editモードでは、
オーディオ・ファイルをロードしたり、プリセッ
トをエディットしたり、MIDIをアサインしたりす
ることができ、これらは Performance モードから瞬
時に呼び出すことができます。

パフォーマンス・コントロール
（RTASのみ）

Synchronic には、プリセットやユーザー・アサイ
ン可能なパフォーマンス・コントロール（ユー
ザー・ノブ）、サウンドA/Bセレクター、オンスク
リーン・キーボードといったリアルタイム・パ
フォーマンスに適したコントロール類が用意され
ています。

それぞれのモジュールの Performance
モードの詳細については、第4章
『Synchronic のパラメーター』を参照し
てください。

それぞれのモジュールの Edit パラメー
ターの詳細については、第4章『Synchronic
のパラメーター』を参照してください。
第 3章：Synchronic の概要 17
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プリセット：それぞれのモジュールの Edit モード
で設定した内容を保管し、呼び出すことができま
す。Synchronic では、それぞれのモジュールで最大
12 種類のプリセットを保管できます。詳細につい
ては、18 ページの『Synchronic のプリセット』を
参照してください。

ユーザー・ノブ：Playback、Effect、および XFade
モジュールで、あらかじめ指定しているパラメー
ターをコントロールします。Edit モードでは、モ
ジュールのユーザー・ノブをアサインすることで、
特定のパフォーマンス・パラメーターをコント
ロールできます。MIDI モジュールでは、それぞれ
のモジュールのユーザー・ノブにMIDIコントロー
ラーをアサインできます。

サウンドA/B セレクター：Playback と Effect の両
モジュールの Edit と Performance の両モードに用
意されています。このボタンでは、Playback と
Effect の両モジュールのプリセットを、サウンドA
とサウンドBで交互に切り換えることができます。
サウンドA/B セレクターでは、サウンドAとサウ
ンドBの両方を同時にオンに切り換えることがで
き、Playback と Effect の単独のプリセットで、サ
ウンドAとサウンドBの両方を同時に修正できま
す。サウンドA とサウンドBの両方がオフになっ
ている場合は、いずれかをオンに切り換えるまで、
現在選択されている Playbackまたは Effect のプリ
セットがオフになります。

Playbackモジュールのプリセット

Playbackモジュールのユーザー・ノブ
Synchronic プラグイン・ガイド
オンスクリーン・キーボード：別の 4 種類のモ
ジュールでプリセットをトリガーするために使用
できます。また、オンスクリーン・キーボードま
たは外部MIDIキーボードをアサインすることで、
別のプリセットをトリガーすることもできます。
詳細については、46ページの『MIDIモジュール』
を参照してください。

Synchronic のプリセット
それぞれのモジュールには、次の 12 種類のプリ
セットが用意されています。 

• Sound モジュールでは、オーディオ・ファイ
ル（ループ）をロードして、プリセットとし
て保管できます。  

• Playback、Effect、および XFade のそれぞれの
モジュールでは、Edit モードでのさまざまな
設定内容を保管して呼び出すことができま
す。 

• MIDI モジュールでは、MIDI コントロール・
アサインをプリセットとして保管できます。
これには、別のモジュールのプリセットのコ
ンビネーションが含まれます。

Playbackモジュールのサウンド A/Bセレクター

MIDI モジュールのオンスクリーン・キーボード

プラグインの設定内容およびプリセット
については、AudioSuite と RTASの両バー
ジ ョ ン で 共 有 で き ま す。た だ し、
AudioSuite バージョンでは、Sound、
Playback、および Effectの最初のプリセッ
トに保管された情報だけがインポートと
エクスポートの対象になります。



Synchronic のプリセットは、セッション内のそれ
ぞれのインスタンス（各インサート）で固有のも
のになります。特定のインスタンスに対して、
Synchronic のプリセットの全体的な状況を保存す
るには、セッティング・ライブラリアン機能を使
います（第 6 章『セッティング・ライブラリアン
機能の使い方』参照）。

Synchronic のプリセットは、Performance モードの
MIDI モジュールまたは Pro Tools の MIDI トラッ
クからトリガーできるほか、外部 MIDI キーボー
ド・コントローラーでのライブ・パフォーマンス
も可能です。

プリセットは、プラグイン・オートメーションま
たはコンピューター・キーボードから選択するこ
ともできます。

プリセットを選択するには：  

■ Performance モードでは、いずれかのモジュー
ルのプリセット・ボタンをクリックします。
MIDI モジュールでは、オンスクリーン・キー
ボードの鍵盤をクリックします。 

■ Edit モードでは、Sound モジュールのプリセッ
ト・ボタンをクリックするか、Playback、Effect、
および XFade モジュールの［Preset］ポップ
アップメニューから目的のプリセットを選択し
ます。Editモードでは、MIDI モジュールのプリ
セットは画面に表示されません。

MIDIモジュールでキーおよびMIDIコント
ローラーをアサインする方法については、
46 ページの『MIDIモジュール』を参照し
てください。

キーボード・フォーカス・モードでは、コ
ンピューター・キーボードを使ってプリ
セットを選択できます（50 ページの『キー
ボード・フォーカス・モード』参照）。
プリセットに加えたエディットを保管するには：

1 目的のプリセットを選択します。

Sound モジュールでは、エディットするプリ
セットを選択するには、Edit モードに切り換え
ることが必要です（21 ページの『Sound モジュー
ル』参照）。

2 モジュールが Performance モードに設定されて
いる場合は、まずEdit モードに切り換えてから、
必要に応じてエディットを加えます（それぞれ
のモジュールのEdit モードのパラメーターの詳
細については、第 4 章『Synchronic のパラメー
ター』を参照）。

いずれかのモジュールのパラメーターに対して
加えたエディットは、選択しているプリセット
に対して瞬時に反映され、保管されます。

Playback、Effect、または XFadeのプリセットを
複製するには：

1 複製元のプリセットを選択します。

2 複製先のプリセットをControl- クリック
（Windows）または Command-クリック
（Macintosh）します。

複製元として選択したプリセットの内容が複製
先のプリセットにコピーされます。

Playbackモジュールの［Preset］
ポップアップメニュー
第 3章：Synchronic の概要 19
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 Synchronic プラグイン・ガイド



第 4 章

Synchronic のパラメーター
パラメーターの調整方法

マウスを使ってパラメーターを調整する

ロータリー・コントロールでは、マウスを上下左
右にドラッグすることで調整できます。上または
右にドラッグするとパラメーター値が大きくな
り、下または左にドラッグすると値が小さくなり
ます。

コンピューター・キーボードで
パラメーターを調整する

それぞれのロータリー・コントロールの下には数
値フィールドが用意されています。ここには現在
のパラメーター値が表示され、コンピューター・
キーボードで変更できます。

パラメーター値を入力するには：

1 目的のパラメーターの数値フィールドをクリッ
クします。

2 次のいずれかの方法で数値を修正します。 

• 目的の数値を入力する。 

• 値を大きくするには、↑キーを押す。値を小
さくするには、↓キーを押す。

3 テンキー側の Enter キーを押すと、入力した数
値が確定され、キーボード入力モードがそのま
ま維持されます。

本体側の Enter キー（Windows）または Return
キー（Macintosh）を押すと、入力した数値が確
定され、キーボード入力モードが解除されます。
Sound モジュール
Sound モジュールでは、最大 12 種類のオーディオ・
ファイルをロードして呼び出すことができます。
インポートすると、オーディオ・ファイルが RAM
にロードされ、プラグインのセッティング・ファ
イルといっしょに保存されます。

Edit モードでは、オーディオ・ファイル（ループ）
のインポート、削除、スライスといった操作が可
能です。Synchronic では、オーディオ・ファイルを
スライスすると、ファイル（ループ）がリージョ
ンとして自動的に編集されます。この際、拍子や
拍数、拍の下位区分といった音楽的なクライテリ
アを基準にして、洗練された内蔵ピーク検出アル
ゴリズムが使用されます。Synchronic ではこのよ
うにして、リズム・ループに含まれるヒットが個
別に分離されます。それぞれのスライスは、Pro
Tools のMIDI ビート・クロックにシンクすること
で、テンポに合わせてプレイバックされます。

Performance モード（RTASのみ）のSound モジュー
ルでは、12 種類のプリセットのいずれかをA とB
の両チャンネル（サウンドA とサウンド B）で個
別にプレイバックできます。

Tabキーを押すと、次のフィールドに進む
ことができます。Shift+Tab を押すと、前
のフィールドに戻ることができます。
第 4章：Synchronic のパラメーター 21
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Sound Performanceモード
（RTASのみ）

Performance モードの Sound モジュールでは、
Synchronic にロードしているオーディオ・ファイ
ルおよびループを呼び出し、インタラクティブに
操作できます。

Performance モードは、RTASバージョン
の Synchronicだけに用意されています。
Synchronic プラグイン・ガイド
サウンド・プリセット

サウンド・プリセットでは、Synchronic にロード
しているオーディオ・ファイルを呼び出すことで
きます。Performance モードでは、サウンド・プリ
セットに 1 ～12の番号がつけられ、波形ディスプ
レイの上下にある 2 つのバンクに整理できます。
それぞれのサウンド・プリセットには、ビット・
デプスまたはサンプル・レートに関係なく、モノ
またはステレオのオーディオ・ファイルを個別に
保管できます。サウンド・プリセットを選択する
と、該当するオーディオ・ファイル（ループ）を
瞬時に呼び出してプレイバックできます。サウン
ド・プリセットを選択するには、該当するプリセッ
ト・ボタンをクリックするか、MIDI キーボードの
該当する鍵盤を押します。
Performance モードの Soundモジュールで、サウンド Aのプリセット 4とサウンド Bのプリセット 1 にオー
ディオ・ファイルをロードした様子（RTAS バージョンの例）

サウンド A
プリセット

Performance/Edit
モード・トグル

サウンドB
プリセット

インタラクティブ波形ディスプレイ
（ロードしてスライスされたサウンドA とB）

サウンド Aの波形
ディスプレイ

サウンド Bの波形
ディスプレイ

（モノ・ファイルが
ロード）

（ステレオ・ファイルが
ロード）



サウンド AとサウンドB

Performance モードでは、2 台のターンテーブルを
配置した典型的なDJ セットの要領で、“A”と“B”
の 2 つのサウンドをつないでプレイバックできま
す。サウンドAとサウンドBの両方では、同じ12
種類のサウンド・プリセットを使用できます。サ
ウンド Aの波形は、サウンドBの波形の上に表示
され、波形の左側に“A”と“B”と表示されます。

サウンドAとサウンドBを同時にプレイバックし
ている場合は、波形の左側に表示された“A”と
“B”をクリックすることで、一方を分離できます。
XFade モジュールのクロスフェード・フェーダー
が一方に移動し、選択を解除されたサウンドが
ミュートされます。

インタラクティブ波形ディスプレイ

Performance モードでは、Sound モジュールにサウ
ンドAとBの2つの波形が表示されます。波形ディ
スプレイには、現在選択されているオーディオ・
ファイル（ループ）が表示されます。波形ディス
プレイには、サウンドA とB に対して、モノとス
テレオの両方を表示できます。

プレイバック中には、Pro Tools の MIDI ビート・
クロックのパルスに応じて、波形が動画として動
きます。Sound モジュールの波形ディスプレイ上
をプレイバック中にクリックすると、クリックし
た位置に応じて、プレイバック位置が移動します。
プレイバック中にサウンドAとBのいずれかの波
形を繰り返しクリックすると、リズムにシンコ
ペーションを加えることができます。波形ディス
プレイ上をAlt-クリック（Windows）またはControl-
クリック（Macintosh）すると、Pro Tools の MIDI
ビート・クロックの現在位置（小節と拍）に応じ
て、プレイバックを再シンクさせることができま
す。
プレイバックの開始と停止

Synchronic のプレイバックを開始したり、停止し
たりするには、Pro Toolsのトランスポートでコン
トロールします。Synchronic のすべてのインスタ
ンスは、Pro Toolsのトランスポートに連動します。

Sound Editモード

Sound モジュールの Edit モードでは、サウンドの
インポートや削除、スライスに加え、Synchronicの
プレイバックを微調整できます。Synchronic のプ
リセットにロードしたオーディオ・ファイルは、
それぞれのインスタンスに固有のものであり、Pro
Tools のセッション・ファイルまたはプラグインの
セッティング・ファイルといっしょに保存できま
す。ロードしているオーディオ・ファイルを含め、
すべてのプリセットの全体的な状況については、
Synchronic プラグインのライブラリアン機能を使
うことで、保管して呼び出すことができます（第
6 章『セッティング・ライブラリアン機能の使い
方』参照）。

Synchronic を複数箇所にインサートして
いる場合は、トラック・ミュート・ボタン
を使います。また、プラグイン・ウィンド
ウの［bypass］ボタンを使うと、Synchronic
の該当するインスタンスの出力をミュー
トできます。

Synchronic RTAS では、Sound モジュー
ルをEditモードに切り換えている場合は、
サウンド A だけが表示され、サウンド B
がミュートされます。つまり、サウンド A
は実質的にソロになります（XFade モ
ジュールでは、サウンド A だけが通過さ
れます）。
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Edit モードの Soundモジュール（プリセット 1 にオーディオをロード）（RTASの例）

サウンド・
プリセット

Performance/Edit
モード・トグル

［DETECTION］スライダー

インタラクティブ波形
ディスプレイ

サウンド属性

［IMPORT...］ ［DELETE...］
ボタンボタン

選択している
プリセット

（ステレオ・ファイルが
ロードされ
スライスされている）
インポート用オーディオ・ファイルを
下準備する

Synchronic のリズム編集とプレイバック機能を最
大限に活用するには、Synchronic にインポートす
る前にループを下準備しておくことが重要です。
これには Pro Tools の編集ウィンドウを使い、まず
リージョン（ループ）を編集して、統合してから、
次にリージョン（ループ）を小節の長さに正確に
トリミングします。この際、リージョンのスター
ト・ポイントとダウンビートに隙間がなく、エン
ド・ポイントに余分なオーディオが存在しないこ
とが重要です。ループをリージョンとしていった
ん定義したら、リージョンを統合し（［編集（Edit）］
＞［統合（Consolidate）］）、Synchronic にインポー
トします。

Pro Tools の編集ウィンドウでループを下
準備する場合は、タブ・トゥ・トランジェ
ント（Tab To Transients）ボタンを使って
ダウンビートに移動し、［リージョンとし
て分割（Separate Region）］コマンド（［編
集（Edit）］＞［リージョンとして分割
（Separate Region）］）を実行すると、長い
範囲からループを作成するのに便利です。
Synchronic プラグイン・ガイド
サウンドをインポートする

［IMPORT...］ボタンを使うか、ワークスペース
（Workspace）からドラッグ＆ドロップすると、オー
ディオ・ファイルを Synchronic にインポートでき
ます。

対応オーディオ・フォーマット

Synchronic では、AIFF、BWF（WAV）、およびSD
II（Macintosh のみ）の、8、16、および 24ビット
のモノまたはステレオのオーディオ・ファイルが
サポートされています。サポートされているビッ
ト・デプスとオーディオ・ファイル・フォーマッ
トは、いずれの組み合わせでも、インポートして
同時にプレイバックできます。すべてのオーディ
オ・ファイルは、インポートの時点で 32 ビット浮
動小数点（RTAS のネーティブ・フォーマット）形
式に変換されます。ただし Synchronic では、イン
ポートの時点では、サンプル・レートは変換され
ません。たとえば、44.1 kHz のファイルを 96 kHz

Pro Tools でのリージョンの編集方法につ
いては、『Pro Tools リファレンス・ガイ
ド』を参照してください。



のセッションにインポートした場合は、間違った
ピッチでプレイバックされてしまいます（ただし
テンポに関しては、MIDIビート・クロックにクオ
ンタイズされます）。

サウンドをプリセットにインポートするには：

1 必要に応じて、Soundモジュールを Edit モード
に切り換えます（17 ページの『Performance モー
ドとEdit モード』参照）。

2 オーディオ・ファイル（ループ）を保管するプ
リセットを選択します。

3［IMPORT...］ボタンをクリックします。選択し
たプリセットにすでにファイルがロードされて
いる場合は、「ロードされているファイルを削除
してください」という趣旨のプロンプトが表示
されます。

4 ダイアログが表示されたら、目的のオーディオ・
ファイル（ループ）にアクセスして選択します。
モノ・ファイルはモノ・プリセットとしてイン
ポートされ、デュアル・モノ・ファイル（.Lと
.R）およびインターリーブ・ステレオ・ファイ
ルはステレオ・プリセットとしてインポートさ
れます。

5［開く（Open）］をクリックします。

［IMPORT...］ボタンを Control- クリック
（Windows）または Command- クリック
（Macintosh）すると、このプロンプトを省
略できます。

Shift- クリックすると、連続した複数の
ファイルを選択できます。非連続の複数
のファイルを選択するには、Control- ク
リック（Windows）または Command- ク
リック（Macintosh）します。
Synchronic にオーディオ・ファイルを
ドラッグ＆ドロップするには：

1 必要に応じて、Soundモジュールを Edit モード
に切り換えます（17 ページの『Performance モー
ドとEdit モード』参照）。

2 オーディオ・ファイル（ループ）を保管するプ
リセットを選択します。

3 ワークスペース（Workspace）を開き、目的の
オーディオ・ファイル（ループ）にアクセスし
て選択します。モノ・ファイルはモノ・プリセッ
トとしてインポートされ、デュアル・モノ・ファ
イル（.Lと .R）およびインターリーブ・ステレ
オ・ファイルはステレオ・プリセットとしてイ
ンポートされます。

4 選択したオーディオ・ファイルを Synchronicの
波形ディスプレイにドラッグします。

複数のファイルをインポート用に選択する

複数のファイルを選択した場合は、次の空いてい
るプリセットにロードされます。たとえば、プリ
セット 2 を選択した状態で 3つのファイルをロー
ドする場合、プリセット 3 と 4 にすでにサウンド
がロードされていると、プリセット2、5、および
6にロードされます。

これに加え、.L と .R のペアはステレオ・サウン
ド・プリセットとしてインポートされます。たと
え ば、“Happy.L”“Happy.R”“Kyne.L”お よ び
“Kyne.R”を選択した場合は、2つのステレオ・サ
ウンド・プリセットとして、あらかじめ選択して
いるプリセット、および次の空いているプリセッ
トにロードされます。

オーディオ・ファイルをドラッグ＆ドロッ
プする方法は、ワークスペースからだけに
制限され、Windows のエクスプローラ、
Macintosh の Finder、またはPro Toolsの編
集ウィンドウからドラッグ＆ドロップする
ことはできません。
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Synchronic にサウンドをロードしたら

選択したファイルは Synchronic にロードされ、プ
リセットに保管されます。また、ロードしたファ
イルの波形が波形ディスプレイに表示されます。
Performance モードでは、サウンドA とサウンドB
の両方対して、同じプリセットを選択できます。

ステレオでインサートしているSynchronicにモノ・
ファイルをロードすると、センターにパンニング
されます。 また、モノでインサートしている
Synchronic にステレオ・ファイルをロードすると、
モノに一本化されます。.L と .R の両方を選択
（Shift- クリック）すると、デュアル・モノのオー
ディオ・ファイルをインポートできます。また、イ
ンターリーブ・ステレオのオーディオ・ファイル
をインポートすることもできます。

サウンド・プリセットの保管の仕組み

Synchronic では、オーディオ・ファイルをインポー
トすると、RAMにロードされ、プラグイン・セッ
ティングといっしょに保管されます。プラグイ
ン・セッティングについては、Pro Toolsのセッショ
ン・ファイルといっしょに、またはセッティング・
ライブラリアン機能を使うことで、プラグイン・
セッティング・ファイル（.tfx）として保存できま

波形ディスプレイに表示されたステレオ・ファイル
（スライス前）

容量の大きいサウンド・ファイルをイン
ポートしようとすると、プロンプトが表示
されます。容量の大きいファイルは、波形
ディスプレイで確認することが難しく、
ロードするのにも時間を要すため、Pro
Tools であらかじめ編集し、小さいファイ
ルに小分けしてから、Synchronic にイン
ポートすると便利です。
Synchronic プラグイン・ガイド
す。Pro Tools のセッション・ファイルまたはプラ
グイン・セッティング・ファイルの容量は、
Synchronic にロードしているオーディオ・ファイ
ルの容量と数に応じて容量が大きくなります。

Synchronic をインサートし、オーディオ・ファイ
ルをロードしたセッションをいったん閉じ、次に
もう一度開くと、保管されているオーディオ・ファ
イルが RAMに再ロードされます。

Acid ファイルをインポートする

Synchronic では、Acid ファイル・フォーマットの
オ ー デ ィ オ を イ ン ポ ー ト で き ま す。
［DETECTION］スライダーを調整すると、既存の
スライス・データが表示されます（27 ページの
『サウンドをスライスする』参照）。

サウンド属性

オーディオ・ファイル（ループ）をインポートし
たら、長さ、拍子記号、および拍の下位区分といっ
た属性を指定することが必要です。これらの属性
を正しく指定すると、Synchronic のループが Pro
Tools のMIDI ビート・クロックにシンクして正確
にプレイバックされ、Synchronic のスクランブル・
プロセッシング機能によって、極端な設定を例外
として、どんなテンポに設定しても正確な拍が維
持されます。

プラグイン・セッティング・ファイルの容
量は、Synchronic にロードしているオー
ディオ・ファイルの容量と数に応じて変化
します。通常では、数小節程度のオーディ
オ・ファイルをロードすることになります
が、容量の大きいファイルを Synchronic
にインポートした場合は、保存作業とセッ
ティング・ファイルの読み込み作業に時間
を要することになります。

サウンド属性



NAME：現在ロードされているオーディオ・ルー
プのオーディオ・ファイル名が表示されます。こ
こに表示される名前は、ファイルがロードされた
ハード・ドライブまたはストレージ・メディアに
保存されている名前と同じものになります。

LENGTH：現在選択しているループの長さを小節
数で指定できます。

METER：現在選択しているループの拍子記号を
指定できます。

CONTAINS：1拍の下位区分として、8 分音符、16
分音符、または32 分音符を含めるかどうか、もし
くは下位区分に 3 連符を含めるかどうかを指定で
きます。

サウンドを削除する

サウンドをプリセットから削除するには：

1 必要に応じて、Soundモジュールを Edit モード
に切り換えます（17 ページの『Performance モー
ドとEdit モード』参照）。

2 目的のプリセットを選択します。

3［DELETE...］ボタンをクリックします。

4 削除作業を実行するかどうかを再確認するプロ
ンプトが表示されます。

選択しているプリセットが空っぽになり、現在
のセッティング・ファイルからサウンドが削除
されます。

サウンドをスライスする

オーディオ・ファイルをインポートし、属性を指
定したら、インポートしたサウンドをスライスす
ることが必要です。スライスは、オーディオ・リー
ジョンに似ており（Synchronic内部のみ）、通常で

［DELETE...］ボタンを Control- クリック
（Windows）または Command- クリック
（Macintosh）すると、このプロンプトを省
略できます。
は明瞭なアタックのピークで分節された単独の
ヒットで構成されます。［DETECTION］スライ
ダーを調整すると、アタックのピークに応じて自
動的にサウンド・ファイルをスライスできます。
それぞれのスライスは、波形ディスプレイ上でス
タート・ポイントが線で区切られ、通し番号がふ
られます。大部分のケースでは、［DETECTION］ス
ライダーを調整することで、音楽的に有効なリズ
ム・イベントを簡単に検出できます。

ループをいったんスライスすると、どんなテンポ
でも、どんな修正を加えても、ループをプレイバッ
クできます。これに加え、それぞれのスライスは
Pro Tools の MIDI ビート・クロックに応じてプレ
イバックされるため、テンポを変更しても、元の
リズム・パターンが維持されます。

検出不能のスライスを追加するには：  

■ 波形ディスプレイ上の適切なポイントを
Control- クリック（Windows）または Command-
クリック（Macintosh）すると、新しいスライス
が作成されます。

余分なスライスを削除するには：  

■ スライスを Alt- クリック（Windows）または
Option- クリック（Macintosh）します。

波形ディスプレイに表示されたステレオ・ファイル
（スライス後）

サウンド・ファイルは、最低1つのスライ
スで構成されることが必要なため、ループ
内の最初のスライスを削除することはで
きません。
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［SLICE］セクションの設定

［SLICE］セクションでは、スライスを検出する感
度を調整したり、検出不能のスライスを生成した
り、現在のスライスをトリミングしたり、削除し
たりすることができます。また、ループの全体ま
たはそれぞれのスライスを個別に試聴することも
できます。

DETECTION（0 ～100%）：検出されたピークに
応じて、ロードしているオーディオ・ファイルが
自動的にスライスされます。数値を大きく設定す
るほど、検出されるスライスの数が多くなります。

Generate Missing：ピークが不明瞭か箇所にスラ
イスを追加できます。この機能は、インポートし
たオーディオ・ループに明瞭なピークが存在しな
い場合に便利です。

AUDITION：Pro Tools のトランスポートに連動し
て再生されます。デフォルトでは［Off］に設定さ
れており、Pro Toolsのトランスポートを開始しな
いで、単独のスライスを試聴するには、波形ディ
スプレイ上のスライスをクリックします。
Synchronic には、次のオーディション・モードが
用意されています。 

• Off：それぞれのスライスが ProTools の MIDI
ビート・クロックにシンクしてプレイバック
されます。 

• Original： オーディオ・ファイルがオリジナ
ルのテンポでループされます。  

［SLICE］セクションの設定項目

［Generate Missing］を使うと、アンビエ
ント・ループやドローンなどの持続音にリ
ズムを加えてプレイバックして、マニピュ
レーションやエフェクトを加えることで、
おもしろい効果をつくり出すことができ
ます。
Synchronic プラグイン・ガイド
• Half Speed：オーディオ・ファイルがオリジ
ナルのテンポおよびピッチの半分でプレイ
バックされます。このオプションは、スライ
スが正確に検出されているかどうかを確認
するのに便利です。 

• Single Slice：ひとつのスライスが単独でルー
プされます。このオプションは、スライスの
エンド・ポイントを調整するのに便利です。 

• Double Slice：2つの連続したスライスがルー
プされます。このオプションでは、間違った
スライスが存在し、削除する必要があるかど
うかを確認するのに便利です。

CURRENT：現在選択されているスライスが表示
され、試聴、トリミング、削除といった操作の対
象になります。波形ディスプレイ上の別のスライ
スをクリックすると、［CURRENT］フィールドに
表示されるスライスが更新されます。 また、
［CURRENT］フィールドにスライス番号を入力す
ることでも、スライスを選択できます。

Delete：現在選択しているスライスが削除されま
す。Option- クリックすることでも、余分なスライ
スを削除できます。

コンプレッサーが強くかかったループや
極端に長いループなど、波形ディスプレイ
での判別が難しい場合は、［Single Slice］
モードで試聴しながら調整すると便利で
す。

キーボード・フォーカス・モードでは、←
／→キーを使うと、スライス番号を増分／
減分できます。



TRIM（－ .30 ～ .30 sec.）：現在選択しているス
ライスのエンド・ポイントをトリミングできます。
検出の段階（またはCommand- クリックすること）
で生成されたスライスについては、若干の修正が
必要になることがあります。たとえば、スライス
をクリックして試聴し、エンド・ポイント付近に
クリック・ノイズが含まれている場合は、スライ
スのエンド・ポイントをトリミングすることが必
要になります。［TRIM］スライダーでは、最後の
スライスを例外として、いずれかのスライスのエ
ンド・ポイントを±30 ミリ秒の範囲でトリミング
できます。AUDITION モードを［Single Slice］に
設定している場合は、現在選択しているスライス
が波形ディスプレイにズームして表示され、スラ
イスのエンド・ポイントを［TRIM］スライダーを
使って視覚的に調整できます。

スライスを Shift-クリックすると、2つの
連続したスライスをプレイバックできま
す。2番目にプレイバックされたスライス
が間違っていると判明した場合、たとえば
ペアのスライスを Shift- クリックして、
パーカッシブなイベントがひとつしか再
生されない場合は、2番目のスライスを削
除するのが賢明といえます。この際、削除
するスライスを正しく選択することが必
要です。

［Generate Missing］や［Delete］といった
操作では、サウンド・プリセットを構成す
るスライスのなかで、操作の対象とするス
ライスの数を変更できます。プレイバッ
クの途中でスライスの数を変更すると、音
飛びが生じ、Synchronic のシンクにズレ
が生じる恐れがあります。プレイバック
をいったん停止し、もう一度プレイバック
を開始すると、Synchronic のプレイバッ
クが再シンクされます。
［OPTIONS］セクション

Sound モジュールの［OPTIONS］セクションでは、
現在選択しているプリセットの全体的なゲインを
± 24 dB の範囲で調整できるほか、テンポを遅く
した場合は、スライスの長さを拡張することで補
正できます。

GAIN（－ 24 ～24 dB）：［GAIN］スライダーで
は、現在のループを増幅／減衰できます。それぞ
れのサウンドのゲイン・レベルを± 24 dB の範囲
で調整することで、ロードしているサウンドのバ
ラツキを抑え、粒をそろえることができます。

SLICE EXTENSION（Off、Type 1、Type 2）：ス
ライスしたサウンドをオリジナルのパフォーマン
スよりも遅いテンポでプレイバックできますが、
この場合は、それぞれのスライスのデュレーショ
ンをオリジナルのファイルの長さよりも引き伸ば
すことが必要になります。さもないと、エンド・ポ
イントに達した時点でスライスが停止してしま
い、不自然に途切れてしまいます。SLICE
EXTENSION では、スライスの長さを人工的に引
き伸ばすかどうかを、またその方法を設定できま
す。Synchronic のSLICE EXTENSION 機能には、次
のタイプが用意されています。 

• Off：シッポの部分が引き伸ばされません。た
だし、スライスの最後のサンプルに DCオフ
セットが生じる可能性がある場合は、ラン
プ・ダウン処理されます。  

• Type 1：タンバリンやハイハットなど、大部
分が高周波成分で構成されるループに適し
ています。 

• Type 2： 大部分のループに適しており、デ
フォルトでは、このタイプに設定されます。

［OPTIONS］セクションの設定項目
第 4章：Synchronic のパラメーター 29



30
Playback モジュール
Playbackモジュールでは、Sound モジュールにロー
ドしているサウンド・プリセットのプレイバック
の方法をコントロールします。Sound モジュール
で選択しているプリセットを構成している、それ
ぞれのサウンド・スライスは、Pro Tools の MIDI
ビート・クロックにシンクしてプレイバックされ
ます。Playback モジュールでは、プレイバックす
るスライスの順番や長さ、方向、開始スライス、
モードをコントロールします。また、プレイバッ
クのピッチに加え、選択しているサウンド・プリ
セットのオフセットをコントロールできます。

Playback Performance モード
（RTASのみ）

Performance モードの Playbackモジュールには、プ
リセット・セレクター、サウンドA/Bセレクター、
およびユーザー・ノブが用意されています。

サウンドA/B セレクター

サウンドA/B セレクターでは、Aと Bのサウンド
を Playback モジュールにパッチングするかどうか
を切り換えます。A と B のそれぞれのボタンをク
リックすると、サウンドのオン／オフが交互に切
り換わります。

Performance モードの Playbackモジュール

サウンドA/B
セレクター

Performance/Edit
モード・トグル

プリセット

ユーザー・ノブ
（PB1 およびPB2）
Synchronic プラグイン・ガイド
プレイバック・プリセット

Playbackモジュールでは、12 種類のプレイバック・
エフェクトをプリセットとして保管し、呼び出す
ことができます。

プリセットを選択すると、該当するプリセットに
対して最後にエディットを加えた時点でのパラ
メーターが呼び出されます。プレイバック・プリ
セットでは、異なるプレイバック・マニピュレー
ションを連続してすばやく呼び出すことができる
ので、絶妙な音楽的表現をつくり出すことができ
ます。また、サウンド・デザインのバリエーショ
ンをプリセットとして保管し、Pro Tools のセッ
ションで使用することもできます。

プレイバック・ユーザー・ノブ（PB1および
PB2）

Playbackモジュールには、PB1とPB2の2つのユー
ザー・ノブが用意されており、Edit モードで直接
コントロールできるように割り当てることができ
ます。現在アサインされているコントロール先
は、ユーザー・ノブの下にそれぞれ表示されます。

Playback Edit モード

Playback モジュールのEdit モードでは、あらかじ
め選択しているプリセットのプレイバック・パラ
メーターをエディットできます。

Edit モードの Playbackモジュール

サウンドA/B
セレクター

Performance/Edit
モード・トグル

プリセット・セレクター

PITCH およびOFFSETの
セレクト・ボタンと

PITCHまたは OFFSETの
パラメーター

ユーザー・ノブの
アサインメント

イネーブル・ボタン



PLAYBACK MODE

Playbackモジュールには、Standard、Stretch、Stab、
Spin、および Smear の 5 つのプレイバック・モー
ドが用意されています。これらのモードでは、そ
れぞれのスライスをプレイバックする特性が決定
されます。

Standard：それぞれのスライスにいずれのマニ
ピュレーションも加えず、スタート・ポイントか
らエンド・ポイントまでがプレイバックされます。

Stretch：グラニュラー TC/E の手法により、スラ
イスが適切な長さに伸縮されます。［OFFSET］セ
クションを設定すると、伸縮率を大きくし、グラ
ニュレーション効果を極端に強調することもでき
ます（37 ページの『［OFFSET］セクション』参照）。

Stab：手を使って手動操作で開始と停止する、
ターンテーブルのスクラッチ操作が基本になって
います。それぞれのスライスが、スピードとピッ
チがつねにゼロの状態で開始し、スライスの中間
点でフルスピードと正確なピッチまで上昇したあ

プレイバック・モードを切り換える

オリジナルのテンポよりも遅くプレイ
バックする場合は、スライスのエンド・ポ
イントと次のスライスのスタート・ポイン
トの間に隙間が生じますが、Synchronicで
は、最初のスライスのエンド・ポイント
が、Soundモジュールの［SLICE
EXTENSION］オプションの設定に応じて
拡張され、この隙間が埋められます（29
ページの『［OPTIONS］セクション』参照）。
と、スライスのエンド・ポイントでゼロに戻りま
す。“フル”スピードと“正確な”ピッチについ
ては、［PITCH］セクションの設定によって左右さ
れます（35 ページの『［PITCH］セクション』参照）。

Spin：プレイバック中に、それぞれのスライスが
非同期式にループされます。［PITCH］と［OFFSET］
の両セクションでのマニピュレーションの設定に
よっては、次のスライスに移行する前に、スライ
スそれ自体が反復させることもできます。

Smear：クロスフェードとリバースによって、次
のスライスに“スミア”効果で移行します。スミ
アの度合いについては、［OFFSET］セクションで
コントロールできます（37 ページの『［OFFSET］
セクション』参照）。

PLAYBACK START

［START］では、MIDI ビート・クロックに対して
“Clocked”した状態でサウンド内部でプレイバッ
クを開始するか、特定のスライス番号から開始す
るかを指定します。

Clocked：MIDIビート・クロックの現在位置に応
じて、相対的な位置からプレイバックが開始され
ます。たとえば、Synchronic で 2 小節のドラム・
ループをプレイバックする場合、Pro Toolsのプレ
イバックを第 13 小節の第 2 拍から開始すると、
Synchronic の第 1 小節の第 2 拍からプレイバック
が開始されます。

Slice #：MIDI ビート・クロックの位置とは関係な
く、特定のスライスからプレイバックが開始され
ます。［START］ポップアップメニューで［Slice
#］を選択した場合は、右側のフィールドにスライ
ス番号を入力すると、該当するスライスからプレ
イバックが開始されます。

［START］ポップアップメニューで［Slice #］を選
択し、“7”と入力した例
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PLAYBACK ORDER

［ORDER］では、選択しているサウンドに含まれ
ているスライスのプレイバック順序を設定しま
す。［ORDER］ポップアップメニューには、Off、
One Slice、Reverse、Diverge、Random、Step、Span、
Straddle の選択肢が用意されています。

Off：サウンド・スライスがオリジナルの順序でプ
レイバックされます。それぞれのスライスが最後
まで順番どおりにプレイバックされ、最後に達し
た時点で、もう一度スタート・スライスからルー
プされます。

One Slice：スタート・スライスとして選択してい
るスライスだけが、ループしてプレイバックされ
ます。

Reverse：スライスの順序がオリジナルと逆方向
にプレイバックされます。この際、それぞれのス
ライスは指定している方向にプレイバックされ
（34 ページの『PLAYBACK DIRECTION』参照）、
順序だけが逆になります。

［ORDER］ポップアップメニューの選択肢
Synchronic プラグイン・ガイド
Diverge：スタート・スライスから開始し、次に最
後のスライス、2 番目、最後から 2 番目…といっ
た順番でプレイバックされます。

Random：スライスが無作為の順序でプレイバッ
クされます。

Random Swap：2 分音符の間隔で、“似たものど
うし”のスライスが無作為に選択されます。たと
えば、小節の“2+”と“4+”は、似たものどうし
に相当します。［Random］では違和感を与えるの
に対し、この［Random Swap］ではループ本来の
ノリを残しながら、ループを繰り返すごとに無作
為のバリエーションでプレイバックされます。

Step（Step 2 ～5）：隣接するスライスを指定し
た数（2～ 5）で飛び越しながら、スライスがプレ
イバックされます。たとえば、8 スライスで構成さ
れたループに対して［Step 2］を選択すると、スラ
イス 1、3、5、7、2、4、6、8の順番でプレイバッ
クされ、この順番でループされます。

Span（Span 2 ～5）：スライスを指定した数（2
～ 5）だけいったん飛び越してから、飛ばされた
スライスが順番に遡ってプレイバックされます。
たとえば、8 スライスで構成されたループに対し
て［Span 3］を選択すると、スライス 1、4、3、2、
5、4、3、6、5、4、7、6、5、8、7、6…の順番で
プレイバックされます。

Straddle（Straddle 2 ～ 5）：スライスを指定した
数（2 ～ 5）で“ひとまだぎ”してから、後退と前
進を繰り返します。たとえば、8 スライスで構成さ
れたループに対して［Straddle 4］を選択すると、
スライス 1、5、2、6、3、7、4、8…の順番でプレ
イバックされます。

Step、Span、またはStraddle を使う場合、
実際に開始するスライスは、Pro Tools の
タイムライン上の位置に応じて変化しま
す。通常のケースでは、小節内のダウン
ビートでプレイバックを開始し、ループの
小節数と正しい位置関係にあることを確
認することが重要です。



PLAYBACK DURATION

［DURATION］では、次のスライスが開始する前
に、スライスがプレイバックされる長さを設定し
ます。リズム・ループには通常、支配的な拍やお
よびその下位区分に加え、さまざまなデュレー
ションの構成音が存在します。テンポを変更して
も、リズム特性を維持するには、デュレーション
のデフォルト値はスライスのデュレーションにな
ります。つまり、それぞれのスライスは、オリジ
ナルの音価に応じてプレイバックされることにな
ります。

Synchronicでは、スライスのオリジナルのデュレー
ションの代わりに、スライスに対して別のリズム・
パターンを乗せることができます。これには、8分
音符、8 分音符 3 連符、16 分音符といった標準的
な音価に加え、Off Beats、Syncopate、Clave、Pick
Up、およびSwing のリズム・パターンが用意され
ています。

［DURATION］ポップアップメニューの選択肢
Off Beats（Off Beats 1 ～5）：Off Beats 1 ～ 5 に
は、次のような 5 種類のバリエーションが用意さ
れています。

Syncopate（Syncopate 1 ～ 5）：Syncopate 1 ～ 5
には、次のような 5 種類の付点のバリエーション
が用意されています。
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Latin（Latin 1 ～5）：Latin 1 ～ 5 には、西インド
諸島、キューバ、ブラジルなど、5 つのバリエー
ションが用意されています。

Pick Up（Pick Up 1～ 5）：Pick Up 1～5には、ゆっ
くりと開始し、小節の途中で速度が増す、5 つの
バリエーションが用意されています。
Synchronic プラグイン・ガイド
Swing（Swing 1 ～ 5）：Swing 1～ 5には、8分音
符のスウィング（Swing 1～ 2）、および 16分音符
のスウィング（Swing 3 ～ 5）の 5 つのバリエー
ションが用意されています。

PLAYBACK DIRECTION

Synchronic では、順方向（最初から最後）と逆方
向（最後から最初）の両方向にサウンド・スライ
スをプレイバックでき、Forward、Backward、
For/Back、Back/For、F/B Diddle、F/BBeats、および
Random の 7 種類のオプションが用意されていま
す。

［DIRECTION］ポップアップメニューの選択肢



Forward：すべてのスライスが順方向（最初から
最後）にプレイバックされます。

Backward：すべてのスライスが逆方向（最後から
最初）にプレイバックされます。

For/Back：スライスがまず順方向に、次に逆方向
にプレイバックされます。

Back/For：スライスがまず逆方向に、次に順方向
にプレイバックされます。

F/B Diddle：隣接したスライスが、順方向、逆方
向、順方向、順方向、逆方向、順方向、順方向、
順方向…の順番でプレイバックされます。

F/B Beats：ダウンビート（4 分音符）のスライス
が順方向に、ほかのスライスが逆方向にプレイ
バックされます。

Random：スライスが順方向と逆方向で無作為に
プレイバックされます。

［PITCH］セクション

［PITCH］セクションでは、－ 60 ～ +60 セミトー
ン（半音）の範囲でピッチをトランスポーズでき
ます。Synchronicには、2 つの LFO がピッチ・モ
ジュレーション用に用意されています。この 2 つ
の LFOは組み合わせて使うこともでき、複雑なモ
ジュレーション・パターンをつくり出すことがで
きます。
イネーブル・ボタン（オン／オフ）：ピッチ・モ
ジュレーションのオン／オフが切り換わります。

RANGE（BEG/END）（－ 60～ +60）：［BEG］と
［END］の両パラメーターでは、トランスポーズ元
とトランスポーズ先のピッチを半音単位でそれぞ
れ設定します。ここで設定したピッチは、両方の
LFOの基準になります。

LFO（低周波オシレーター）

PITCH および OFFSET、ならびに Gain、Noise、
Filter、およびDelay のパラメーターは、2 つの LFO
（LFO1 および LFO2）の一方または両方で連続的
にモジュレーションを加えることができます。そ
れぞれのLFOでは、波形とデュレーションを選択
できます。LFO は、選択したデュレーションに応
じて、選択した波形でスウィープします。

LFOの波形を［Off］に設定すると、アサインされ
ているパラメーターに対するモジュレーションは
行われません。

両方の LFOの波形を［Off］に設定すると、［BEG］
パラメーターだけがプレイバック・ピッチに影響
を与えます。［END］パラメーターは、プレイバッ
ク・ピッチに影響を与えません。

［PITCH］セクションの設定項目

ピッチ・イネーブル・

ピッチ・セレクト・
ボタン

LFO波形
セレクター

ビギニング・ピッチ
（半音単位）

エンド・ピッチ
（半音単位）

LFOデュレーション・
セレクター

ボタン
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LFO 波形：LFO1 と LFO2 のモジュレーション波
形を選択できます。選択肢には、Off、Sawtooth、
Triangle、Vee、Square、Short Pulse、Long Pulse、
Sawtangle、Staircase、および Random が用意されて
います。

LFOは、［BEG］パラメーターの値から［END］パ
ラメーターの値まで、選択した波形に応じてス
ウィープします。ポップアップメニューには、波
形の形状がアイコンとして表示されますが、
［BEG］と［END］の両パラメーターの設定値に応
じて、変化の形状がアイコンの形状と必ずしも一
致しないという点に注意が必要です。

LFO 波形のポップアップメニュー
Synchronic プラグイン・ガイド
LFO1のデュレーション（Slice、8th、16th、
32nd、Off Beats、Syncopate、Latin、Pick Up、
Swing）：選択したデュレーションがLFOに適用さ
れます。LFO は、選択したリズムに応じて、選択
した波形でスウィープします。リズム・パターン
の詳細については、33 ページの『PLAYBACK
DURATION』を参照してください。

LFO1 でプレイバック・ピッチをモジュレートする
デュレーションを選択する



LFO2のデュレーション（8 Bars、4 Bars、
2 Bars、1 Bar、Half Note、Quarter Note）：選 択
したデュレーションがLFO に適用されます。

［OFFSET］セクション

［OFFSET］セクションでは、スライスのプレイバッ
クを開始するタイミングを調整できます。プレイ
バック・オフセットは、LFOで連続的にモジュレー
トできます。プレイバック・オフセットの効果は、
プレイバック・モードに応じて変化します。

イネーブル・ボタン（オン／オフ）：オフセット・
モジュレーションのオン／オフが切り換わりま
す。

LFO2 でプレイバック・ピッチをモジュレートする
デュレーションを選択する
RANGE（BEG/END）（0 ～100%）：［RANGE］の
［BEG］と［END］の両パラメーターでは、スター
ト・ポイントとエンド・ポイントのオフセットを
それぞれ設定します。

Standard、Spin、および Stabプレイバック・
モードのオフセット

プレイバック・モード（MODE）を［Standard］［Spin］
または［Stab］に設定した場合、スライス内部で
プレイバックを開始するポイントをプレイバッ
ク・オフセット（OFFSET）によって設定できま
す。スライスは通常、最初のサンプルからプレイ
バックが開始されます。ただし Synchronicでは、ス
ライスに対してパーセンテージでオフセットを設
定でき、非常におもしろい効果をつくり出すこと
ができます。プレイバック・オフセットは、0%（ス
ライスの最初）～100%（スライスの最後）の範囲
に設定できます。

Stretch プレイバック・モードでのオフセット

プレイバック・モード（MODE）を［Stretch］に
設定した場合は、プレイバック・オフセット
（OFFSET）によってグラニュラー・リサイクルの
アマウントが左右されます。パーセンテージ値を
大きく設定するほど、スライスの冒頭がリサイク
ルされ、レゾナンスの度合いが強くなります。

［OFFSET］セクションの設定項目

オフセット・

オフセット・
セレクト・ボタン

LFO 波形
セレクター

ビギニング・

エンド・

LFO デュレーション・
セレクター

イネーブル・ボタン

オフセット
（0 ～ 100%）

オフセット
（0 ～100%）
第 4章：Synchronic のパラメーター 37



38
Smear プレイバック・モードのオフセット

プレイバック・モード（MODE）を［Smear］に設
定した場合は、プレイバック・オフセット
（OFFSET）によって、隣接するスライス間のスミ
アの度合いが変化します。

LFO（低周波オシレーター）

LFO 波形：プレイバック・オフセットに使用する
モジュレーション波形を選択します。

LFO2のデュレーション（8 Bars、4 Bars、
2 Bars、1 Bar、Half Note、Quarter Note）：選 択
したデュレーションがLFO に適用されます。

プレイバック・ユーザー・ノブを
アサインする（PB1および PB2）

（RTASのみ）

PlaybackモジュールのEdit モードでは、プレイバッ
ク・ユーザー・ノブをアサインすることで、いず
れかのEditパラメーターをコントロールできます。
ユーザー・ノブについては、プリセット単位でア
サインできるので、Playback モジュールを
Performanceモードでコントロールするときに威力
を発揮します。

LFO 波形およびデュレーションの詳細に
ついては、38 ページの『LFO（低周波オ
シレーター）』を参照してください。
Synchronic プラグイン・ガイド
ユーザー・ノブをEdit パラメーターのコント
ロール用にアサインするには： 

■ ユーザー・ノブ・アサインメントのポップアッ
プメニューから目的のEditパラメーターを選択
します。

ユーザー・ノブのコントロール先をアサインする
（ここでは、PB2を O Begin（Offset Beginning）に
アサインしている）

すべてのプリセットに対して、ユーザー・
ノブを同じコントロール先にアサインす
るには、Alt キー（Windows）またはOption
キー（Macintosh）を押しながら選択しま
す。



Effect モジュール
Synchronic の Effectモジュールには、Gain、Noise、
Filter、および Delay の 4つのエフェクトが用意さ
れています。この 4 つのエフェクトは、それぞれ
を個別に、あるいはいずれの組み合わせでも使用
できます。

Effect Performance モード
（RTASのみ）

Performance モードのEffect モジュールには、プリ
セット・セレクター、サウンド A/B セレクター、
およびユーザー・ノブが用意されています。

サウンドA/B セレクター

サウンドA/B セレクターでは、Aと Bのサウンド
を Effect モジュールにパッチングするかどうかを
切り換えます。AとBのそれぞれのボタンをクリッ
クすると、サウンドのオン／オフが交互に切り換
わります。

Performance モードは、RTASバージョン
の Synchronicだけに用意されています。

Performance モードの Effectモジュール

サウンド Aまたは Bは、XFade モジュー
ルのクロスフェード・フェーダーを一方に
絞りきった状態であっても、Effect モ
ジュールにルーティングできます。

サウンドA/B
セレクター

Performance/Edit
モード・トグル

プリセット

ユーザー・ノブ
（FX1および FX2）
エフェクト・プリセット

Effect モジュールでは、12 種類のプリセットを保
管して呼び出すことができます。プリセットを選
択すると、該当するプリセットに対して最後にエ
ディットを加えた時点でのパラメーターが呼び出
されます。エフェクト・プリセットでは、異なる
エフェクトを連続してすばやく呼び出すことがで
きるので、絶妙な音楽的表現をつくり出すことが
できます。

エフェクト・ユーザー・ノブ（FX1 および
FX2）

Effect モジュールには、FX1 と FX2の 2 つのユー
ザー・ノブが用意されており、Edit モードで直接
コントロールできるように割り当てることができ
ます。現在アサインされているコントロール先
は、ユーザー・ノブの下にそれぞれ表示されます。

Effect Editモード

Edit モードの Effectモジュールでは、Gain、Noise、
Filter、および Delay の 4つのエフェクト、および
これらのパラメーターをコントロールできます。

エフェクトをオンに切り換える

エフェクトをオンに切り換えると、Playback モ
ジュールからのサウンド（A/B）がエフェクト処理
されます。エフェクトをオフに切り換えると、エ
フェクトを実質的にバイパスすることになりま
す。

Edit モードの Effectモジュール（Gain の例）

サウンドA/B
セレクター

Performance/Edit
モード・トグル

プリセット・セレクター

エフェクト・イネーブル

選択しているエフェクトの
パラメーター

ユーザー・ノブ・
アサインメント

およびエフェクト・
セレクト・ボタン
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Gain、Noise、Filter、または Delay のエフェクト
をオンに切り換えるには： 

■ エフェクト・セレクト・ボタンの上にあるエフェ
クト・イネーブル・ボタンをクリックします。エ
フェクトをオンに切り換えると、該当するボタ
ンが点灯します。

エディットするエフェクトを選択する

Gain、Noise、Filter、または Delay の
エフェクト・パラメーターを表示するには： 

■ 目的のエフェクト・セレクト・ボタン（Gain、
Noise、Filter、または Delay）をクリックしま
す。

エフェクトを選択すると、該当するボタンが点
灯し、エフェクト・パラメーターがエディット
可能になっていることを示します。

Gain

Gain では、Playback モジュールを通過後のサウン
ド（A/B）に対して、Volume、Distortion、または
Saturation を加えることができます。Playback モ
ジュールと同じように、［RANGE］セクションの
［BEG］と［END］の両パラメーターで、ビギニン
グ値とエンド値をコントロールできます。また、
［RANGE］セクションのパラメーターは、LFO に
よってモジュレートでき、ゲインを動的にコント
ロールすることもできます。

Gain

Gainのエフェクト・

Gainのエフェクト・

LFO波形
セレクター

ビギニング・ゲイン・
アマウント（dB）

エンド・ゲイン・
アマウント（dB）

LFO デュレーション・
セレクター
MODE

イネーブル・ボタン

セレクト・ボタン
Synchronic プラグイン・ガイド
RANGE（BEG/END）（－ 96～ 24 dB）：［B E G］
と［END］の両パラメーターで、Gainのアマウン
トを調整します。［RANGE］の両パラメーターは、
LFO1と LFO2 のモジュレーション・アマウントを
コントロールします。

LFO1および LFO2：波形とデュレーションを設
定することで、ゲインを動的にコントロールでき
ます。静的にコントロールする場合は、LFO1 と
LFO2の両方を［Off］に設定します。

MODE

［MODE］ポップアップメニューには、Volume、
Distortion、および Saturation の3 つの選択肢が用意
されています。

Volume：－ 96 ～ +24 dB の範囲で、線形のゲイ
ン・レベルを設定できます。

Distortion：非線形のディストーション・カーブが
適用され、信号に歪みが加えられます。0～ +24 dB
の範囲で、効果がもっとも強調されます。

LFO 波形とデュレーションに用意されて
いる選択肢は、Playback モジュールと同
じものが用意されています。詳細につい
ては、38 ページの『LFO（低周波オシレー
ター）』を参照してください。

［MODE］ポップアップメニューの選択肢



Saturation：ディストーションよりもファズに近
い、暖かみのある歪みが加えられます。Volumeと
Distortion とは異なり、Saturation を選択した場合
は、［BEG］と［END］の値を小さくしても、信号
が減衰させることはありません。値を小さく設定
（－ 96 dB）するほどクリーンで飽和感の少ない音
質になり、大きく設定（+24 dB）するほど、飽和
感が強くなります。

Noise

Noise では、Gain よりも下流の信号に対してノイ
ズ・ソースによってモジュレーションを加えられ
ます。Noiseには、Dark、White、および Brite の 3
つのモードが用意されているほか、それぞれに 2
つのバリエーション（OscおよびAM）が用意され
ています。

RANGE（BEG/END）（0 ～100%）：［B E G ］と
［END］の両パラメーターでは、ノイズによるモ
ジュレーション・アマウントをコントロールしま
す。0%に設定するとモジュレーション効果はなく
なり、100% に設定すると［MODE］で選択してい
るモードに応じて、入力信号のアンプリチュード・
エンベロープだけが残ります。［RANGE］の両パ
ラメーターを使うと、LFO1 とLFO2の波形による
モジュレーション・アマウントをコントロールで
きます。

Noise

Noise のエフェクト・

Noiseのエフェクト・

LFO 波形セレクター

ビギニング・ノイズ・
アマウント（%）

エンド・ノイズ・
アマウント（%）

LFOデュレーション・
セレクター

MODE

イネーブル・ボタン

セレクト・ボタン
LFO：波形とデュレーションを設定することで、
ノイズを動的にコントロールできます。静的にコ
ントロールする場合は、［Off］に設定します。

MODE

Noise には、Dark、White、および Brite の 3 つの
モードが用意されているほか、それぞれにOsc（ノ
イズ・ジェネレーター）と AM（アンプリチュー
ド・モジュレーション）の 2 つのバリエーション
が用意されています。

Dark：オシレーターまたはアンプリチュード・モ
ジュレーション（AM）を使うことで、ロー・パ
ス・フィルター形式のホワイト・ノイズによって
信号をモジュレートします。

White：オシレーターまたはアンプリチュード・モ
ジュレーション（AM）を使うことで、ホワイト・
ノイズによって信号をモジュレートします。

LFO 波形とデュレーションに用意されて
いる選択肢は、Playback モジュールと同
じものが用意されています。詳細につい
ては、38 ページの『LFO（低周波オシレー
ター）』を参照してください。

［MODE］ポップアップメニューに用意されている選
択肢
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Brite：オシレーターまたはアンプリチュード・モ
ジュレーション（AM）を使うことで、ハイ・パ
ス・フィルター形式のホワイト・ノイズによって
信号をモジュレートします。

Filter

Filter では、Noise エフェクトよりも下流の信号が、
ロー・パス・フィルター、ハイ・パス・フィルター、
またはリング・モジュレーターによって処理され
ます。

RANGE（BEG/END）（0 ～100%）：［B E G ］と
［END］の両パラメーターでは、LFO 波形によっ
てモジュレートする際の、フィルター周波数のス
ウィープの範囲を設定します。実際のカットオ
フ・フリケンシー（Hz）は、フィルターのタイプ
によって異なります。

LFO1および LFO2：波形とデュレーションを設
定することで、フィルターのスウィーピングを動
的にコントロールできます。フィルターを静的に
コントロールする場合は、LFO1 とLFO2の両方を
［Off］に設定します。

Filter

LFO 波形とデュレーションに用意されて
いる選択肢は、Playback モジュールと同
じものが用意されています。詳細につい
ては、38 ページの『LFO（低周波オシレー
ター）』を参照してください。

Filterのエフェクト・

Filter のエフェクト・
セレクト・ボタン

LFO 波形セレクター

ビギニング・フィルター・
アマウント（%）

エンド・フィルター・
アマウント（%）

LFO デュレーション・
セレクター

イネーブル・ボタン

MODE
Synchronic プラグイン・ガイド
MODE

Filter には、Lowpass Filter（1 ～ 5）、Highpass Filter、
およびRing Modulationの 7種類のフィルターが用
意されています。

LPF1：6 dB/Oct. のロー・パス・コーム・フィル
ター。

LPF2：12 dB/Oct. のロー・パス・フィルター（レ
ゾナンスなし）。

LPF3：12 dB/Oct. のロー・パス・フィルター（ア
マウントの小さいレゾナンス）。

LPF4：12 dB/Oct. のロー・パス・フィルター（ア
マウントが中程度のレゾナンス）。

LPF5：12 dB/Oct. のロー・パス・フィルター（ア
マウントの大きいレゾナンス）。

HPF：12 dB/Oct. のハイ・パス・フィルター。

Ring Mod：リング・モジュレーター。リング・モ
ジュレーションはアンプリチュード・モジュレー
ション（AM）とも呼ばれ、入力信号と変調信号の
和と差によって音色がコントロールされます。

［MODE］ポップアップメニューの選択肢



Delay

Delayでは、Filterよりも下流の信号が Pro Toolsの
MIDI ビート・クロックにシンクした状態で処理さ
れます。

RANGE（BEG/END）（0 ～100%）：［B E G ］と
［END］の両パラメーターでは、ディレイのアマウ
ント（ディレイ・レベルとフィードバック・レベ
ルのコンビネーション）をコントロールします。
0% に設定するとディレイは生じず、100%に設定
すると無限のフィードバック・ループが生じます。
［RANGE］の両パラメーターを使うと、LFO1 と
LFO2の波形によるモジュレーション・アマウント
をコントロールできます。

LFO：波形とデュレーションを設定することで、
ディレイを動的にコントロールできます。静的に
コントロールする場合は、［Off］に設定します。

Delay

LFO 波形とデュレーションに用意されて
いる選択肢は、Playback モジュールと同
じものが用意されています。詳細につい
ては、38 ページの『LFO（低周波オシレー
ター）』を参照してください。

Delay のエフェクト・

Delay のエフェクト・

LFO波形
セレクター

ビギニング・ディレイ・
アマウント（%）

エンド・ディレイ・
アマウント（%）

LFO デュレーション・
セレクター

MODE

セレクト・ボタン

ボタンイネーブル・
MODE

MODEでは、Pro Tools のMIDI ビート・クロック
に応じてディレイ・タイムを設定できます。選択
肢には、4th（4 分音符）、8th Dotted（付点 8 分音
符）、8th（8分音符）、8thTriplet（8 分音符 3連符）、
16th（16分音符）、16th Triplet（16分音符 3連符）、
32th（32 分音符）、32th Triplet（32 分音符 3 連符）
が用意されています。

エフェクト・ユーザー・ノブ
（FX1 およびFX2）をアサインする

（RTASのみ）

Edit モードでは、エフェクト・ユーザー・ノブを
アサインすることで、いずれかのEditパラメーター
をコントロールできます。ユーザー・ノブについ
ては、プリセット単位でアサインできるので、
Effect モジュールを Performance モードでコント
ロールするときに威力を発揮します。

［MODE］ポップアップメニューの選択肢
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ユーザー・ノブをEdit パラメーターの
コントロール用にアサインするには：  

■ ユーザー・ノブ・アサインメントのポップアッ
プメニューから目的のEditパラメーターを選択
します。

ユーザー・ノブのコントロール先をアサインする
（FX2 を D Begin（Delay Beginning）にアサイン）

すべてのプリセットに対して、ユーザー・
ノブを同じコントロール先にアサインす
るには、Alt キー（Windows）またはOption
キー（Macintosh）を押しながら選択しま
す。
Synchronic プラグイン・ガイド
XFade モジュール
（RTASのみ）

XFade モジュールでは、A と B のオーディオ信号
をプリセットまたはクロスフェード・フェーダー
を使うことで、ミックスできます。XFade モジュー
ルには、Manual、Preset、およびEdit の 3つのモー
ドが用意されています。

XFade Manual モード

XFade モジュールでは、Performance モードのデ
フォルトが［MANUAL］モードになっています。
［MANUAL］モードでは、現在選択されている
XFade プリセットが無視され、クロスフェード・
フェーダーを使うことで、サウンド Aと Bのミッ
クスを手動操作でコントロールできます。クロス
フェード・フェーダーの両脇に表示されている
“A”と“B”のボタンをクリックすると、それぞ
れのサウンドをソロに切り換えることができま
す。

MANUAL モードとPRESETモードを切り換える
には：

1 必要に応じて、Performance/Editモード・トグル
をクリックし、Performanceモードに切り換えま
す。

［MANUAL］モードの XFade モジュール

XFadeインジケーター

Performance/Edit
モード・トグル

クロスフェード・フェーダー
サウンド B

サウンドA

MANUAL/PRESET
モード・トグル



2 MANUAL/PRESETモード・トグルをクリックす
ると、MANUAL モードと PRESET モードが交
互に切り換わります。

XFade ユーザー・ノブ（XF）

XFade モジュールには、ひとつのユーザー・ノブ
（XF）が用意されており、モジュール内のいずれ
かのEdit パラメーターを直接コントロールできま
す。現在アサインされているコントロール先は、
ユーザー・ノブの下に表示されます。

PRESET モード

XFadeモジュールでは、クロスフェードのセッティ
ングを 12種類のプリセットとして保管し、呼び出
すことができます。

MANUAL モードでは、XFadeのプリセッ
ト・オートメーションに手動操作が優先し
ます。MANUALモードを解除すると、前
回受信している XFade オートメーション
が有効に切り換わります。

PRESET モードの XFade モジュール

XFadeインジケーター

Performance/Edit
モード・トグル

プリセット

ユーザー・ノブ（XF）

MANUAL/PRESET
モード・トグル
Edit モード

XFadeモジュールのEditモードでは、クロスフェー
ドのモジュレーション・エフェクトにエディット
を加えたり、XFade ユーザー・ノブをアサインし
たりすることができます。

XFade エフェクト

2つの LFOを使用することで、サウンドAと Bの
間に複雑なクロスフェード・モジュレーションを
加えることができます。

RANGE（－ 100 ～+100%）：［BEG（Beginning）］
と［END（End）］の両パラメーターでは、サウン
ドAとBの間のミックスをコントロールできます。
開始と停止の両ポイントを設定することで、LFO
のモジュレーションの範囲を指定できます。－
100% に設定すると、クロスフェード・フェーダー
を左に振り切った状態（サウンド A）になり、0%
に設定すると、サウンドAと B が均等にミックス
されます。また、100% に設定すると、クロスフェー
ド・フェーダーを右に振り切った状態（サウンド
B）になります。

Edit モードの XFadeモジュール

Performance/Edit
モード・トグル

プリセット・セレクター

ユーザー・ノブ・
アサインメント

LFO 波形および
デュレーション・セレクター

ビギニングとエンド
XFadeアマウント（%）

XFadeインジケーター
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LFO：波形とデュレーションを設定することで、
クロスフェードを動的にコントロールできます。
クロスフェードを静的にコントロールする場合
は、LFO1とLFO2の両方を［Off］に設定します。

XFade ユーザー・ノブ（XF）を
アサインする

Edit モードでは、XFade ユーザー・ノブをアサイ
ンすることで、XFade の Edit パラメーターをコン
トロールできます。ユーザー・ノブについては、プ
リセット単位でアサインできるので、XFade モ
ジュールをPerformanceモードでコントロールする
ときに威力を発揮します。

ユーザー・ノブをEdit パラメーターのコント
ロール用にアサインするには： 

■ ユーザー・ノブ・アサインメントのポップアッ
プメニューから目的のEditパラメーターを選択
します。

LFO 波形とデュレーションに用意されて
いる選択肢は、Playback モジュールと同
じものが用意されています。詳細につい
ては、38 ページの『LFO（低周波オシレー
ター）』を参照してください。
Synchronic プラグイン・ガイド
MIDI モジュール
（RTASのみ）

MIDI モジュールでは、MIDI ノート・ナンバーお
よびコンティニュアス・コントローラーを、Sound、
Playback、Effect、および XFade モジュールのプリ
セットおよびユーザー・ノブにアサインできます。

ユーザー・ノブをアサインする（XFを Rate 2
（LFO2 デュレーション）にアサイン）

すべてのプリセットに対して、ユーザー・
ノブを同じコントロール先にアサインす
るには、Alt キー（Windows）またはOption
キー（Macintosh）を押しながら選択しま
す。

それぞれのモジュールには、12 種類のプ
リセットが用意されているため、これらを
MIDI キーボード・コントローラーの 1 オ
クターブごとにマッピングできます。



MIDI Performanceモード

MIDI モジュールの Performance モードには、1 オ
クターブ分のオンスクリーン・キーボードが表示
されます。オクターブ・トランスポーズ・ボタン
を使うと、MIDIノート・ナンバー1 ～ 127の範囲
を 1オクターブ単位でシフトできます。

オンスクリーン・キーボード

MIDI のジュールの Performance モードには、オン
スクリーン・キーボードが用意されており、MIDI
ノ ート・ナンバーをアサインすることで、
Synchronic のセッティング内容を保管して呼び出
すことができます。また、オンスクリーン・キー
ボードでは、プリセットとセッティング内容のコ
ンビネーションを保管して呼び出すこともできま
す。

OCT（オクターブ）：オンスクリーン・キーボード
の左向きの矢印ボタンをクリックすると、1 オク
ターブ下にトランスポーズでき、右向きの矢印ボ
タンをクリックすると、1 オクターブ上にトラン
スポーズできます。Synchronic のプリセット・ス
ナップショットを MIDI キーボードの全域にアサ
インできます。

オクターブ・ディスプレイ：オンスクリーン・
キーボードのトランスポーズ状況が、C3を中央の
C として表示されます。

Performance モードのMIDI モジュール

Performance/Edit
モード・トグル

オンスクリーン・キーボード

トランスポーズ
（オクターブ・ダウン）

トランスポーズ
（オクターブ・アップ）
ボタン

ボタン

オクターブ ［WAIT BAR］
トランスポーズ
インジケーター

ボタン
［ASSIGN］
ボタン
あらかじめマッピングされているMIDI キー

Synchronic には、Sound、Playback、Effect、および
XFade のプリセットをトリガーできるように、
MIDI キーがあらかじめマッピングされています。

Synchronic のデフォルトでは、MIDIキーに対して
次のようにマッピングされています。 

• MIDI ノート・ナンバー 12 ～23：カスタム・
スナップショット用に取り措きされていま
す（47 ページの『MIDIキーをアサインする』
参照）。 

• MIDI ノート・ナンバー 24 ～35：サウンド・
プリセット A1 ～A12 

• MIDI ノート・ナンバー 36 ～47：サウンド・
プリセット B1～ B12 

• MIDI ノート・ナンバー 48～ 59：プレイバッ
ク・プリセット 1 ～12 

• MIDI ノート・ナンバー60～ 71：エフェクト・
プリセット 1 ～12  

• MIDI ノート・ナンバー72～83：クロスフェー
ド・プリセット 1 ～12

MIDI キーをアサインする

Synchronic では、サウンド Aプリセット、サウン
ド Bプリセット、プレイバック・プリセット、エ
フェクト・プリセット、クロスフェード・プリセッ
ト（またはフェーダー位置）を含め、現在のプレ
イバック状況のすべてを、または、A または Bだ
けのサウンド・プリセットなど、特定のサブセッ
トだけをスナップショットとしてキャプチャーで
きます。いったんキャプチャーして保管し、MIDI
ノート・ナンバーにアサインすると、これらのコ
ンビネーションをオンスクリーン・キーボードま
たは MIDI コントローラーから呼び出すことがで
きます。

Assign モードでは、これらのデフォルト
設定を上書きできます。
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キャプチャーした内容、およびコンビネーション
を MIDI ノート・ナンバーにアサインするには：

1 Sound、Playback、Effect、および XFade のパラ
メーターをエディットし、目的のプリセットを
選択します。

2 必要に応じて、MIDI モジュールを Performance
モードに切り換えます（17 ページの
『Performance モードとEdit モード』参照）。

3［ASSIGN］ボタンをクリックします。［ASSIGN］
ボタンが点灯し、オンスクリーン・キーボード
上にモジュール・アサインの状況がアイコンと
して表示されます（49 ページの『MIDI キー・
アサインメント・アイコン』参照）。

4 目的のモジュールのアサイン・イネーブル・ボ
タンでオン／オフを切り換えます（48 ページの
『モジュールを取捨選択してアサインする』参
照）。

5 オンスクリーン・キーボード上の MIDI キーを
クリックするか、MIDIキーボードの該当する鍵
盤を押します。

アサイン・イネーブルに切り換わっているモ
ジュールの現在の状況が保管され、選択した
キーおよび該当する MIDI ノート・ナンバーに
アサインされます。

MIDIキーでコンビネーションを呼び出す場合、
コンビネーションに含まれていないモジュール
に関しては、現在の設定内容に変化はありませ
ん。たとえば、サウンドAと Bだけで構成され
ているコンビネーションでは、Playback、Effect、
またはXFadeの各モジュールには影響ありませ
ん。
Synchronic プラグイン・ガイド
モジュールを取捨選択してアサインする

Synchronic のコンビネーションには、すべてのモ
ジュールが含まれる必要はありません。
［ASSIGN］ボタンをオンに切り換えると、Sound、
Playback、Effect、および XFade モジュールにアサ
イン・イネーブル・ボタンが表示されます。この
ボタンは、Performanceモードに設定したモジュー
ルだけに表示されます。

各モジュールのアサイン・イネーブル・ボタン

モジュール・アサイン・
イネーブル・ボタン

（オン）

モジュール・アサイン・
イネーブル・ボタン

（オフ）

［ASSIGN］
ボタン



MIDI キー・アサインメント・アイコン

Assign モードでは、キーがアサインされているモ
ジュールのアイコンがオンスクリーン・キーボー
ド上に表示されます。これらのアイコンは、サウ
ンドA、サウンドB、Playback、Effect、およびXFade
の 5種類に分類されます。 

 (

WAIT BAR：呼び出されたコンビネーションが、
次の拍またはスライスの代わりに、次の小節の冒
頭で開始するように待機します。

MIDI Editモード

Edit モードでは、MIDI ピッチ・ベンドまたは MIDI
コンティニュアス・コントローラー・ナンバーを
Synchronic の 5 つのユーザー・ノブおよび XFade
モジュールのクロスフェード・フェーダーにアサ
インできます。

外部MIDI コントローラーをアサインする

5 つのユーザー・ノブおよびクロスフェード・
フェーダー（XF）のネーム・プレートには、ポッ
プアップメニューが用意されており、MIDIコント
ローラーをアサインできます。

MIDI キー・アサインメント・アイコン（C1がサウ
ンド A、サウンド B、Playback、Effect、および
XFade にアサインされている）

Edit モードのMIDI モジュール
外部MIDI コントローラーをアサインするには：

1 必要に応じて、MIDI モジュールを Edit モード
に切り換えます（17 ページの『Performance モー
ドとEdit モード』参照）。

2［SOURCE］ポップアップメニューから［Pitch
Wheel］または［Controller #］を選択します。

3［Controller #］を選択した場合は、目的の MIDI
コントローラー・ナンバーを数値フィールドに
入力するか、MIDIコントローラーを操作するこ
とが必要です。

Pitch Wheel：ユーザー・ノブまたはクロスフェー
ド・フェーダーに対して、MIDIピッチ・ホイール
（ピッチ・ベンド）がアサインされます。

MIDI コントローラーのアサイン状況をテ
ンプレートとして保存するには、サウンド
をロードしないまま、MIDIコントローラー
を基本設定し、Synchronic の設定内容を
セッティング・ライブラリアン機能を使っ
て保存します（第 6章『セッティング・ラ
イブラリアン機能の使い方』参照）。

MIDI コントロール・ソースを選択する

PB2ユーザー・ノブの数値フィールドに“1”と入
力し、モジュレーション・ホイールがアサインされ
た様子
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Controller #：ユーザー・ノブまたはクロスフェー
ド・フェーダーに対して、コンティニュアス MIDI
コントローラーをアサインできます。

キーボード・フォーカス・
モード
（RTASのみ）

キーボード・フォーカス・モードでは、コンピュー
ター・キーボードから Synchronic のプリセットを
トリガーできます。Synchronic のキーボード・
フォーカスには、次のショートカットが用意され
ています。

1 ～9、0：サウンドA1 ～ 10をトリガー

QWERTYUIOP：プレイバック・プリセット 1 ～
10 をトリガー

ASDFGHJKL：エフェクト・プリセット1～ 10を
トリガー

ZXCVBNM,./ ：クロスフェード・プリセット 1 ～
10 をトリガー

Synchronic 用キーボード・フォーカス・モード
のオン／オフを切り換えるには：  

■ Synchronic のプラグイン・ウィンドウの右上に
ある［a...z（キーボード・フォーカス・イネー
ブル）］ボタンをクリックします。

［SOURCE］ポップアップメニューで
［Controller #］を選択し、フィールドが選
択された状態では、MIDI コントローラー
を操作すると、該当するコントローラーが
アサインされます。
Synchronic プラグイン・ガイド
Synchronic のキーボード・フォーカスをオンに切
り換えると、上記のマッピングに応じて、
Synchronic をコントロールできます。この場合は、
Pro Tools のキーボード・フォーカスがオフに切り
換わります。

［a...z（キーボード・フォーカス・イネーブル）］
ボタン（オン）

Synchronic のキーボード・フォーカスを
オンにした場合でも、パラメーター値の数
値指定には影響ありません。

Synchronic の複数のプラグイン・ウィン
ドウを開いている場合は、最後に［a...z］
ボタンをクリックしたウィンドウのキー
ボード・フォーカスが有効になります。



第 5 章

Synchronic RTASのオートメーション
Synchronic RTAS では、次の 2つの方法でパラメー
ターの変化をオートメーションとして記録できま
す。 

• Pro Tools のオートメーション・プレイリスト
を使用する。  

• MIDI を使用する。

オートメーション・
プレイリストを使用する
Pro Tools では、それぞれのプラグイン・パラメー
ターごとに個別のオートメーション・プレイリス
トが作成されます。ProTools のオートメーション
機能では、マウスやコントロール・サーフィス
（MIDI コントロール・サーフィスを含む）での操
作を時間軸に沿って記録できます。

オートメーションの対象とするパラメーターを
指定するには：

1 目的のプラグインのプラグイン・ウィンドウを
開きます。

2 プラグイン・ウィンドウの［auto（オートメー
ション・イネーブル）］ボタンをクリックします。

あるいは、編集ウンドウのトラック・ビュー・
セレクターをControl-Alt-Start- クリック
（Windows）または Command-Option-Control- ク
リック（Maintosh）します。
3［プ ラグインオートメーション（Plug-In
Automation）］ダイアログが表示されたら、まず
左側のリストボックスでパラメーターを選択
し、次に［追加（Add）］ボタンをクリックする
と、右側のリストボックスにパラメーターの名
前が表示されます。同じトラックに別のプラグ
インをインサートしている場合は、［インサート
（Inserts）］セクションでに表示されるボタンを
クリックすると、該当するプラグインのパラ
メーターに切り換わります。

プラグイン・ウィンドウのいずれかのパラ
メーターを Control-Alt-Start- クリック
（Windows）または Command-Option-
Control- クリック（Macintosh）し、ポッ
プアップメニューから［プラグインオート
メーションダイアログを開く ...（Open
Plug-In Automation dialog...）］を選ぶと、
［プラグインオートメーション（Plug-In
Automation）］ダイアログを開くことがで
きます。
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4 最後に［OK］をクリックして、［プラグインオー
トメーション（Plug-In Automation）］ダイアログ
を閉じます。 

. 

オートメーションを記録するには：

1 オートメーション有効化（Plug-In Automation）
ウィンドウの［plug-in］ボタンが選択されてい
ることを確認します。

オートメーションの記録の対象にするパラメーター
を選択する

プラグイン・ウィンドウのいずれかのパラ
メーターを Control-Alt-Start- クリック
（Windows）または Command-Option-
Control- クリック（Macintosh）し、ポッ
プアップメニューからパラメーターの名
前を選択すると、［プラグインオートメー
ション（Plug-In Automation）］ダイアログ
を開く必要なく、目的のパラメーターを
オートメーションの対象として登録でき
ます。詳細については、『DigiRack プラグ
イン・ガイド』または『Digidesignプラグ
イン・ガイド』を参照してください。

目的のパラメーターをオートメーションの対象とし
て登録するショートカット
Synchronic プラグイン・ガイド
2 MIDIコントロール・サーフィスを使用する場合
は、次の操作を行います。MIDIコントロール・
サーフィスで、MIDI コントロール・ナンバーを
目的のパラメーターにアサインします。

3 Synchronic をインサートしているトラックの
オートメーション・モードを設定します。最初
に記録する際には、Auto Write モードを選択し
ます。

4 オートメーションの書き込みを開始するには、
まずトランスポート・ウィンドウの Play をク
リックし、プレイバックの進行に応じて、パラ
メーターを操作します。

5 作業が終わったら、トランスポート・ウィンド
ウの Stop をクリックします。

最初のオートメーション・パスが終わったら、
Auto Touch モード、またはAuto Latch モードに
設定すると、前回のオートメーション・パスを
完全に消去する必要なく、部分的に追加したり、
修正を加えたりすることができます。これらの
モードでは、パラメーターを実際に操作しない
かぎり、オートメーション・データが上書きさ
れることはありません。

MIDI コントローラー・ナンバーをアサイ
ンする方法の詳細については、53 ページ
の『Playback、Effects、およびXFade の
ユーザー・ノブに MIDI コントローラー・
ナンバーをアサインするには：』を参照し
てください。

プリセット・チェンジをオートメーション
として記録する場合は、オートメーショ
ン・ブレークポイントを目的の位置よりも
若干前に書き込みます。Synchronic では、
Soundと Playback の両プリセット・チェ
ンジが MIDIビート・クロックのタイミン
グに合わせてトリガーされるため、目的の
位置よりも 32 分音符前に書き込むことを
お勧めします。



MIDI を使用する
Synchronic RTAS では、MIDIノートとコントロー
ラー・データをSynchronicのプリセットとパフォー
マンス・パラメーターにアサインすることで、こ
れらを MIDI トラックにレコーディングすること
ができます。また、トラック上のMIDIデータを編
集したり、必要に応じて手動操作で書き込むこと
もできるほか、Synchronic のプレイバック中にコ
ントロールすることもできます。

プリセットのコンビネーションに MIDI ノートを
アサインするには：

1 必要に応じて、MIDI モジュールを Performance
モードに切り換えます（17 ページの
『Performance モードとEdit モード』参照）。

2［ASSIGN］ボタンをクリックします。［ASSIGN］
ボタンが点灯し、アサインしたモジュールのア
イコンがオンスクリーン・キーボード上に表示
されます（49 ページの『MIDI キー・アサイン
メント・アイコン』参照）。

3 オンスクリーン・キーボード上の MIDI キーを
クリックするか、MIDIキーボードの該当する鍵
盤を押します。

オートメーションの詳細については、『Pro
Tools リファレンス・ガイド』を参照して
ください。

Synchronic を MIDI ノートとコントロー
ラー・データでコントロールする方法の詳
細については、46ページの『MIDIモジュー
ル』を参照してください。

［ASSIGN］ボタン

［ASSIGN］
ボタン
4 目的のモジュールのアサイン・イネーブル・ボ
タンでオン／オフを切り換えます（48 ページの
『モジュールを取捨選択してアサインする』参
照）。MIDI キー・アサインの状況がアイコンと
して表示されます。

5 Sound、Playback、Effect、および XFade のパラ
メーターをエディットし、目的のプリセットを
選択します。

アサイン・イネーブルに切り換わっているモ
ジュールの現在の状況が保管され、選択した
キーおよび該当する MIDI ノート・ナンバーに
アサインされます。

Playback、Effects、およびXFade の
ユーザー・ノブにMIDI コントローラー・
ナンバーをアサインするには：

1 必要に応じて、MIDI モジュールを Edit モード
に切り換えます（17 ページの『Performance モー
ドとEdit モード』参照）。

2 目的のユーザー・ノブの［SOURCE］ポップアッ
プメニューから［Pitch Wheel］または［Controller
#］を選択します。

3［Controller #］を選択した場合は、目的の MIDI
コントローラー・ナンバーを数値フィールドに
入力するか、MIDIコントローラーを操作するこ
とが必要です。

MIDI コントロール・ソースを選択する

PB2ユーザー・ノブの数値フィールドに“1”と入
力し、モジュレーション・ホイールがアサインされ
た様子
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Synchronic のオートメーションを MIDI を使って
操作するには：

1 モノまたはステレオの Aux 入力トラック（Pro
Tools LE のみ）またはオーディオ・トラックに
Synchronic をインサートします。

2［トラック（Track）］＞［新規...（New...）］を選
び、新規のMIDI トラックを作成します。

3 MIDIトラックのアウトプット・セレクターをク
リックし、目的の Synchronic プラグインを選択
します。

4 状況に応じて、次のいずれかの操作を行います。 

• MIDIトラックをレコード・イネーブルに切り
換えてから、プレイバックを開始し、MIDIコ
ントローラーでオートメーションを操作し
ます。 

• ペンシル・ツールを使い、MIDI ノートおよび
コントローラー・データを書き込みます。

MIDI オートメーションを表示する

Pro Tools では、それぞれのデータ・タイプごとに
オートメーション・プレイリストが作成されます。
Synchronic のパラメーターをトラック・ビューと
して表示するには、状況に応じて、トラック・
ビュー・セレクターの［コントローラーを追加／
削除（Add/Remove Controller）］コマンドを選び、
目的のパラメーターを登録することが必要です。

MIDI オートメーションを表示するには：

1 編集ウィンドウのトラック・ビュー・セレクター
で、目的のコントローラーを選択します。

Synchronic のオートメーションをMIDI ピッチ・ベ
ンドでコントロールする
Synchronic プラグイン・ガイド
2 目的のコントローラーがトラック・ビュー・セ
レクターに表示されない場合は、［コントロー
ラーを追加／削除（Add/RemoveController）］を
選びます。

3［オートメーションされたMIDIコントローラー
（Automated MIDI Controllers）］ダイアログが表
示されたら、まず目的の MIDI コントローラー
を選択し、次に［追加（Add）］をクリックし、
最後に［OK］をクリックします。

4 MIDIトラックのトラック・ビュー・セレクター
で、新しく登録したタイプを選択します。

トラック・ビュー・セレクター

［オートメーションされたMIDI コントローラー
（Automated MIDI Controllers）］ダイアログ

オートメーションの詳細については、『Pro
Tools リファレンス・ガイド』を参照して
ください。



第 6 章

セッティング・ライブラリアン機能の使い方
セッティング・ライブラリアン機能では、ロード
したオーディオ・ファイルを含め、Synchronic の
セッティング内容を保存でき、独自のライブラ
リーを簡単に作成できます。ライブラリアンと設
定（セッティング）の両ポップアップメニューを
使うと、プラグインどうしやセッションどうしで、
パッチのコピーやペースト、保存、インポートと
いった操作が可能です。

セッティング・ファイルをいったん作成し、ディ
スクに保存してから、ファイルの保存先が Pro
Tools 側から“ルート・フォルダ”として認識され
ると、設定ファイルがライブラリアン・メニュー
に表示されます。

ライブラリアン・メニュー

Pro Tools では、現在のセッションのプラ
グインの設定内容がセッション・ファイル
といっしょに保存されます。ライブラリ
アン機能を使うと、別のセッションで保存
した設定内容にアクセスできます。
セッティングといっしょに保管された
オーディオをインポートする

Synchronic には、ロードしたオーディオ・ファイ
ルがプラグイン・セッティング・ファイルの一部
として保管されるという大きな特徴があります。
Synchronic にオーディオ・ファイルをインポート
すると、まず RAM にロードされ、次にプラグイ
ン・セッティング・ファイルといっしょに保管さ
れます。プラグイン・セッティングについては、
Pro Tools のセッション・ファイルといっしょに、
またはセッティング・ライブラリアン機能を使う
ことで、プラグイン・セッティング・ファイル
（.tfx）として保存できます。Pro Tools のセッショ

Pro Tools のセッティング・ライブラリア
ン機能では、Sound、Playback、Effect、お
よび XFade モジュールのプリセットを個
別に保存することはできません。Pro
Tools のセッティング・ライブラリアン機
能で Synchronic のセッティング内容を保
存すると、それぞれのモジュールのすべて
のプリセットがまとめて保存されます。

プラグインの設定内容およびプリセット
については、Synchronic の AudioSuite と
RTAS の両バージョンで共有できます。た
だし、AudioSuite バージョンでは、Sound、
Playback、および Effectの最初のプリセッ
トに保管された情報だけがインポートと
エクスポートの対象になります。
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ン・ファイルまたはプラグイン・セッティング・
ファイルの容量は、Synchronic にロードしている
オーディオ・ファイルの容量と数に応じて、容量
が大きくなります。

設定（セッティング）メニュー

設定（セッティング）メニューには、次のような
コマンドが用意されています。

設定を保存（Save Settings）：現在のセッティン
グ内容を上書き保存できます。このコマンドを実
行すると、以前のセッティング内容が上書きされ
ます。保存した設定内容は、ライブラリアン・メ
ニューに選択肢として表示されます。

設定を別名で保存 ...（Save Settings As...）：現在
のセッティング内容に対して新しい名前をつけ
て、別のファイルとして保存できます。

設定をコピー（Copy Settings）：現在のセッティ
ング内容がコピーされ、クリップボードに取り込
まれます。まずプラグイン・ウィンドウを開いて
（インサート・ボタンをクリック）、次に［設定を
ペースト（Paste Settings）］を選ぶと、別のトラッ
クで使用している同じ種類のプラグインに対し
て、セッティング内容をペーストできます。

設定をペースト（Paste Settings）：［設 定 を コ
ピー（Copy Settings）］コマンドでクリップボード
に取り込まれている内容がペーストされます。

Synchronic にオーディオ・ファイルをイ
ンポートする方法については、24 ページ
の『サウンドをインポートする』を参照し
てください。

設定（セッティング）メニュー
Synchronic プラグイン・ガイド
設定をインポート ...（Import Settings...）：“ル ー
ト設定（RootSetting）フォルダ”または“セッショ
ンフォルダ”とは別の場所から設定（Settings）ファ
イルをインポートできます。

現在の設定ファイルを削除
（Delete Current Settings File）：現在の設定（セッ
ティング）ファイルがディスクから永久的に削除
されます。

設定ファイルをロック（Lock Settings File）：［
設定を保存（Save Settings）］コマンドを実行して
も、ファイルが上書きされなくなります。現在の
設定内容を別のバージョンとして保存するには、
［設定を別名で保存 ...（Save Settings As...）］コマン
ドを使います。

ユーザーデフォルトとして設定
（Set As User Default）：現在のセッティング内容
が Synchronic のユーザー・デフォルトとして設定
されます。

設定の初期設定（Settings Preferences）

［設定の初期設定（Settings Preferences）］には、次
のようなサブメニューが用意されています。

プラグインの初期設定（Set Plug-In Default To）：
ここには、［ファクトリー設定（Factory Default）］
と［ユーザー設定（UserDefault）］の2つの選択肢
が用意されており、プラグインをインサートした
時点でのデフォルト設定を指定できます。［ユー
ザー設定（User Default）］を選択すると、［ユーザー
デフォルトとして設定（SetAs User Default）］コマ
ンドで選択したカスタム設定がデフォルトとして
使用されます。

プラグイン設定の保存先
（Save Plug-In Settings To）：プラグインの設定
（セッティング）ファイルの保存先となるフォルダ
をあらかじめ指定できます。［セッションフォル
ダ（Session Folder）］を選択すると、プラグインの
セッティング内容が現在のセッションのセッショ
ン・フォルダに保管されます。［ルート設定フォ



ルダ（Root Settings Folder）］を選択すると、［ルー
ト設定フォルダを設定 ...（Se t Roo t S et tin gs
Folder...）］コマンド（次項）で指定したフォルダ
に保存されます。

ルート設定フォルダを設定 ...
（Set Root Settings Folder...）：設定（セッティン
グ）ファイルの保存先およびインポート先となる
“ルート”フォルダを指定します。このコマンドを
使うと、デフォルトの［Plug-In Settings］フォルダ
とは別の場所に保存先を変更できます。

設定（セッティング）ファイル
の保存先を指定する
Synchronic プラグインの設定（セッティング）ファ
イルを保存するには、まず保存先となるフォルダ
を指定することが必要です。

保存先のフォルダを指定するには： 

■ 設定（セッティング）メニューから、まず［設
定の初期設定（Settings Preferences）］＞［プ
ラグイン設定の保存先（Save Plug-In Settings
To）］を選び、次に［セッションフォルダ
（Session Folder）］または［ルート設定フォルダ
（Root Settings Folder）］を選択します。

［ルート設定フォルダ（Root Settings folder）］を
選択すると、セッティング内容がデフォルトの
［Plug-In Settings］フォルダに保存されます。

ルート設定フォルダを変更するには：

1 設定（セッティング）メニューから、［設定の初
期設定（Settings Preferences）］＞［ルート設定
フォルダを設定 ...（Set Root Settings Folder...）］
を選びます。

2 ダイアログが表示されたら、目的のフォルダを
選択します。
Synchronic のセッティング内容
を管理する
設定（セッティング）ポップアップメニューを使
うと、Synchronic のセッティング内容を管理でき
ます。

Synchronic のセッティング内容を保存するには：

1 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定を保存（Save Settings）］を選びます。

2 ダイアログが表示されたら、名前を入力し、
［OK］をクリックします。保存した設定内容は、
ライブラリアン・メニューに選択肢として表示
されます。

以前に保存した設定ファイルをロードするには： 

■ ライブラリアン・ポップアップメニューから目
的の項目を選びます。

セッティング内容をインポートするには：

1 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定をインポート...（ImportSettings...）］を
選びます。

2 ダイアログが表示されたら、まず目的の設定
ファイルを選択し、次に［開く（Open）］をク
リックします。選択したファイルがルート設定
フォルダにコピーされます。

セッティング内容をコピーするするには：  

■ 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定をコピー（Copy Settings）］を選びます。

ライブラリアン・メニュー
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セッティング内容をペーストするには：

1 まず目的のプラグインのプラグイン・ウィンド
ウを開きます。

2 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定をコピー（CopySettings）］を選びます。

3 ペースト先のプラグインのプラグイン・ウィン
ドウを開きます。

4 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定をペースト（Paste Settings）］を選びます。

カスタム・ユーザー・デフォルトを
作成するには：

1 Synchronic のセッティング内容をファイルとし
て保存します。

2 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［ユーザーデフォルトとして設定（Set As User
Default）］を選びます。

Synchronic のデフォルトを
ユーザー・デフォルトに変更するには： 

■ 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定の初期設定（Settings Preferences）］＞
［プラグインの初期設定（Set Plug-In Default
To）］＞［ユーザー設定（UserSetting）］を選び
ます。
Synchronic プラグイン・ガイド
セッティング内容をサブフォルダに
小分けする

特定のタイプのサウンドやプレイバックとエフェ
クトのコンビネーションをサブフォルダに小分け
すると、ライブラリアン・メニューからアクセス
しやすくなります。

セッティング用のサブフォルダを作成するには：

1 設定（セッティング）ポップアップメニューか
ら［設定を別名で保存 ...（Save Settings As...）］
を選びます。

2［新規フォルダ（新しいフォルダの作成）］をク
リックしてから、サブフォルダ用の名前を入力
します。

3 セッティングに名前をつけ、［保存（Save）］を
クリックします。セッティング内容がサブフォ
ルダに保存されます。



第 7 章

Synchronic AudioSuite プラグインの使い方
Synchronic AudioSuite の機能は、大部分の点で
Synchronic RTAS と共通しています。この章では、
Synchronic AudioSuite に特有の機能について説明
します。

Synchronic AudioSuite の使い方
Synchronic AudioSuite は、Pro Tools の［AudioSuite］
メニューの［Instrument］または［Digidesign］か
らアクセスできます。

Synchronic AudioSuite のインスタンスを
作成するには： 

•［AudioSuite］＞［Synchronic］を選びます。

Synchronic AudioSuite
Synchronic AudioSuite の
モジュール
RTAS バージョンの Synchronic が 5 つのモジュー
ルで構成されるのに対し、AudioSuite バージョン
は、Sound、Playback、および Effect の 3 つのモ
ジュールで構成されます。これらの 3 つのモ
ジュールは、AudioSuiteの特性に応じた仕様になっ
ています。

Synchronic AudioSuite のモジュール専用の
Edit モード

RTAS バージョンの Synchronic では、モード・ト
グルを使うことで、それぞれのモジュールを個別
に Edit モードと Performance モードを切り換える
ことができます。

プラグインの設定内容およびプリセット
については、Synchronic の AudioSuite と
RTAS の両バージョンで共有できます。た
だし、AudioSuite バージョンでは、Sound、
Playback、および Effectの最初のプリセッ
トに保管された情報だけがインポートと
エクスポートの対象になります。

XFade と MIDIの両モジュールは、リアル
タイム・ベースの機能であるため、RTAS
バージョンの Synchronic だけに用意され
ています。
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これに対し、AudioSuite バージョンの Synchronic
は、モジュールは Edit モードだけで作動します。
Performance モードの機能は、AudioSuite のファイ
ル・ベース処理には該当しないため、モード・ト
グルも用意されていません。

Sound モジュール

Sound モジュールでは、Synchronic でプレイバック
するオーディオ・ファイル（ループ）のインポー
トや削除、スライス、微調整といった操作を行い
ます。

AudioSuite バージョンの Sound モジュールは、
Synchronic RTAS の Sound モジュールの Edit モー
ドと基本的に同じですが、次の点が異なります。

［LOAD SELECTION］ボタン：［LOAD
SELECTION］ボタンでは、Pro Tools の編集ウィン
ドウであらかじめ選択している範囲のオーディオ
を、Synchronicの波形ディスプレイに自動的にロー
ドできます。

Synchronic AudioSuite の Sound モジュール

［LOAD SELECTION］ボタンは、
AudioSuite バージョンの Synchronic だけ
に用意されています。

詳細については、61 ページの［LOAD
SELECTION］ボタンの使い方を参照して
ください。

［LOAD SELECTION］ボタン
Synchronic プラグイン・ガイド
ひとつのループに制限：RTAS バージョンの
Synchronic では12 のプリセットをロードできるの
に対し、AudioSuite バージョンでは、一度に扱う
ことができるのは、ひとつのオーディオ・ループ
に制限されます。

Playback モジュール

Playbackモジュールでは、プレイバック・パラメー
ターをエディットできます。

AudioSuite バージョンの Playback モジュールは、
SynchronicRTASのPlaybackモジュールのEditモー
ドと基本的に同じですが、次の点が異なります。

プレイバック・ユーザー・ノブがが用意されてい
ない：プレイバック・ユーザー・ノブは、RTAS
バージョンの Synchronic だけに必要であり、
AudioSuite バージョンには用意されていません。

Edit モードの Sound モジュールの使い方
については、23ページの Sound Edit モー
ドを参照してください。

Synchronic の Playback モジュール（AudioSuite
バージョン）

Edit モードの Playbackモジュールの使い
方については、30 ページの Playback Edit
モードを参照してください。

［PITCH］と［OFFSET］の
セレクト・ボタンと
イネーブル・ボタン

［PITCH］または
［OFFSET］の
パラメーター



Effect モジュール

Effect モジュールでは、Gain、Noise、Filter、およ
び Delay の 4 つのエフェクト、およびこれらのパ
ラメーターに簡単にアクセスできます。

AudioSuite バージョンの Effect モジュールは、
Synchronic RTAS の Effect モジュールの Edit モー
ドと基本的に同じですが、次の点が異なります。

エフェクト・ユーザー・ノブがが用意されていな
い：エフェクト・ユーザー・ノブは、RTAS バー
ジョンの Synchronic だけに必要であり、AudioSuite
バージョンには用意されていません。

Synchronic AudioSuite の Effect モジュール

EditモードのEffectモジュールの使い方に
ついては、39 ページの Effect Edit モード
を参照してください。
Synchronic AudioSuite での試聴
AudioSuite バージョンの Synchronic では、次の方
法で、オーディオ・ループをプレイバックできま
す。

1 オーディオ・ファイルまたはオーディオ・リー
ジョン（ループ）の選択範囲を、サンプラーに
サウンドを取り込む要領で、Sound モジュール
にロードします。

2［DETECTION］スライダーを使って、拍や拍の
下位区分といった論理的単位にスライスしま
す。

3 スライスしたループを試聴します。

4 ループが完成したら、トラックに配置します。

波形ディスプレイにオーディオを
ロードする

AudioSuite バージョンの Synchronic では、次のい
ずれかの方法で、波形ディスプレイにオーディオ
をロードできます。 

•［LOAD SELECTION］ボタン  

•［IMPORT...］ボタン 

• ワークスペース（Workspace）からドラッグ
＆ドロップ

［LOAD SELECTION］ボタンの使い方

AudioSuite バージョンの Synchronic では、Pro Tools
のオーディオ・トラックであらかじめ選択してい
る範囲を波形ディスプレイに直接ロードできま
す。

［IMPORT...］ボタンを使用する、または
ワークスペース（Workspace）からドラッ
グ＆ドロップする方法については、24
ページのサウンドをインポートするを参
照してください。
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Pro Tools の選択範囲をSynchronic にロードする
には：

1［AudioSuite］＞［Synchronic］を選びます。

2 Pro Toolsの編集ウィンドウで、目的の範囲を選
択します。

3 Synchronic AudioSuite の Sound モジュールで、
［LOAD SELECTION］ボタンをクリックします。

選択した範囲がSynchronic の波形ディスプレイ
に表示されます。

Pro Toolsで選択範囲を指定する

Pro Toolsで選択範囲を指定する

波形ディスプレイにロードされた Pro Toolsの選択
範囲

［LOAD
SELECT ION］
ボタン
Synchronic プラグイン・ガイド
ループをスライスする

ループを波形ディスプレイにいったんロードした
ら、スライスして試聴できます。

ループを試聴する

完成したループを ProToolsのトラックに配置する
前に、AudioSuite ウィンドウでループを試聴でき
ます。

Synchronic AudioSuite のループを試聴するには： 

• プラグイン・ウィンドウの［preview］ボタンを
クリックします。

Synchronic にロードされているループがセッ
ションのテンポに合わせてプレイバックされま
す。

Pro Tools のトラックにループを配置する

Synchronic AudioSuite でループの編集作業が終
わったら、次に ProToolsのトラックに配置します。

ループをスライスする方法の詳細につい
ては、27 ページのサウンドをスライスす
るを参照してください。

Synchronic AudioSuite の［process］ボタン

オーディオ・ループを Synchronic
AudioSuite から Pro Toolsのオーディオ・
トラックに配置すると、選択範囲のオー
ディオが上書きされます。



オーディオ・ループをPro Tools に
配置するには：

1 Pro Tools の編集ウィンドウで、処理済のオー
ディオ・ループを配置する範囲を選択します。

2［process］をクリックすると、オーディオ・ルー
プが選択範囲にプリントされます。

Pro Tools のタイムラインから、［LOAD
SELECTION］ボタンを使って選択範囲を
インポートした場合は、Synchronic から
ループを配置する前にタイムライン選択
範囲を微調整することで、タイミングに関
する問題を解消できます。たとえば、パー
カッシブなオーディオ・イベントに小節の
冒 頭で 遅れ が生 じて いる 場合 は、
Synchronic にロードする際に、オーディ
オ・イベントの立ち上がり部分を正確に選
択していったんロードします。このケー
スでは、タイムライン選択範囲をグリッド
に合わせて、正確に開始するように修正で
きます。このようにすると、修正された
ループが新しい選択範囲に合わせて処理
されます。
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	［START］では、MIDIビート・クロックに対して “Clocked”した状態でサウンド内部でプレイバッ クを開始するか、特定のスライス番号から開始す るかを指定します。
	Clocked：
	Slice #：


	PLAYBACK ORDER
	Off：
	One Slice：
	Reverse：
	Diverge：
	Random：
	Random Swap：
	Step（Step 2〜5）：
	Span（Span 2〜5）：
	Straddle（Straddle 2〜5）：

	PLAYBACK DURATION
	Off Beats（Off Beats 1〜5）：
	Syncopate（Syncopate 1〜5）：
	Latin（Latin 1〜5）：
	Pick Up（Pick Up 1〜5）：
	Swing（Swing 1〜5）：

	PLAYBACK DIRECTION
	Forward：
	すべてのスライスが順方向（最初から 最後）にプレイバックされます。
	Backward：
	For/Back：
	Back/For：
	F/B Diddle：
	F/B Beats：
	Random：


	［PITCH］セクション
	イネーブル・ボタン（オン／オフ）：
	ピッチ・モ ジュレーションのオン／オフが切り換わります。
	RANGE（BEG/END）（−60〜+60）：

	LFO（低周波オシレーター）
	LFOの波形を［Off］に設定すると、アサインされ ているパラメーターに対するモジュレーションは 行われません。
	LFO波形：
	LFO1のデュレーション（Slice、8th、16th、 32nd、Off Beats、Syncopate、Latin、Pick Up、 Swing）：
	LFO2のデュレーション（8 Bars、4 Bars、 2 Bars、1 Bar、Half Note、Quarter Note）：



	［OFFSET］セクション
	イネーブル・ボタン（オン／オフ）：
	RANGE（BEG/END）（0〜100%）：
	Standard、Spin、およびStabプレイバック・ モードのオフセット
	Stretchプレイバック・モードでのオフセット
	Smearプレイバック・モードのオフセット
	LFO（低周波オシレーター）
	LFO波形：
	LFO2のデュレーション（8 Bars、4 Bars、 2 Bars、1 Bar、Half Note、Quarter Note）：


	プレイバック・ユーザー・ノブを アサインする（PB1およびPB2）
	（RTASのみ）
	ユーザー・ノブをEditパラメーターのコント ロール用にアサインするには：



	Effectモジュール
	SynchronicのEffectモジュールには、Gain、Noise、 Filter、およびDelayの4つのエフェクトが用意さ れています。 この4つのエフェクトは、それぞれ を個別に、あるいはいずれの組み合わせでも使用 できます。
	Effect Performanceモード
	（RTASのみ）
	サウンドA/Bセレクター
	エフェクト・プリセット
	エフェクト・ユーザー・ノブ（FX1および FX2）


	Effect Editモード
	エフェクトをオンに切り換える
	Gain、Noise、Filter、またはDelayのエフェクト をオンに切り換えるには：

	エディットするエフェクトを選択する
	Gain、Noise、Filter、またはDelayの エフェクト・パラメーターを表示するには：


	Gain
	RANGE（BEG/END）（−96〜24 dB）：
	LFO1およびLFO2：
	MODE
	Volume：
	Distortion：
	Saturation：


	Noise
	RANGE（BEG/END）（0〜100%）：
	LFO：
	MODE
	Dark：
	White：
	Brite：


	Filter
	RANGE（BEG/END）（0〜100%）：
	LFO1およびLFO2：
	MODE
	LPF1：
	LPF2：
	LPF3：
	LPF4：
	LPF5：
	HPF：
	Ring Mod：


	Delay
	RANGE（BEG/END）（0〜100%）：
	LFO：
	MODE

	エフェクト・ユーザー・ノブ （FX1およびFX2）をアサインする
	（RTASのみ）
	ユーザー・ノブをEditパラメーターの コントロール用にアサインするには：



	XFadeモジュール
	（RTASのみ）
	XFadeモジュールでは、AとBのオーディオ信号 をプリセットまたはクロスフェード・フェーダー を使うことで、ミックスできます。 XFadeモジュー ルには、Manual、Preset、およびEditの3つのモー ドが用意されています。

	XFade Manualモード
	MANUALモードとPRESETモードを切り換える には：
	1 必要に応じて、Performance/Editモード・トグル をクリックし、Performanceモードに切り換えま す。
	2 MANUAL/PRESETモード・トグルをクリックす ると、MANUALモードとPRESETモードが交 互に切り換わります。

	XFadeユーザー・ノブ（XF）

	PRESETモード
	Editモード
	XFadeエフェクト
	RANGE（−100〜+100%）：
	LFO：

	XFadeユーザー・ノブ（XF）を アサインする
	ユーザー・ノブをEditパラメーターのコント ロール用にアサインするには：


	MIDIモジュール
	（RTASのみ）
	MIDIモジュールでは、MIDIノート・ナンバーお よびコンティニュアス・コントローラーを、Sound、 Playback、Effect、およびXFadeモジュールのプリ セットおよびユーザー・ノブにアサインできます。

	MIDI Performanceモード
	オンスクリーン・キーボード
	OCT（オクターブ）：
	オクターブ・ディスプレイ：
	あらかじめマッピングされているMIDIキー
	Synchronicには、Sound、Playback、Effect、および XFadeのプリセットをトリガーできるように、 MIDIキーがあらかじめマッピングされています。


	MIDIキーをアサインする
	キャプチャーした内容、およびコンビネーション をMIDIノート・ナンバーにアサインするには：
	1 Sound、Playback、Effect、およびXFadeのパラ メーターをエディットし、目的のプリセットを 選択します。
	2 必要に応じて、MIDIモジュールをPerformance モードに切り換えます（17ページの 『Performanceモードと Editモード』参照）。
	3 ［ASSIGN］ボタンをクリックします。 ［ASSIGN］ ボタンが点灯し、オンスクリーン・キーボード 上にモジュール・アサインの状況がアイコンと して表示されます（49ページの『MIDIキー・ アサインメント・アイコン』参照）。
	4 目的のモジュールのアサイン・イネーブル・ボ タンでオン／オフを切り換えます（48ページの 『モジュールを取捨選択してアサインする』参 照）。
	5 オンスクリーン・キーボード上のMIDIキーを クリックするか、MIDIキーボードの該当する鍵 盤を押します。

	モジュールを取捨選択してアサインする
	MIDIキー・アサインメント・アイコン
	WAIT BAR：

	MIDI Editモード
	外部MIDIコントローラーをアサインする
	外部MIDIコントローラーをアサインするには：
	1 必要に応じて、MIDIモジュールをEditモード に切り換えます（17ページの『Performanceモー ドと Editモード』参照）。
	2 ［SOURCE］ポップアップメニューから［Pitch Wheel］または［Controller #］を選択します。
	3 ［Controller #］を選択した場合は、目的のMIDI コントローラー・ナンバーを数値フィールドに 入力するか、MIDIコントローラーを操作するこ とが必要です。

	Pitch Wheel：
	Controller #：




	キーボード・フォーカス・ モード
	（RTASのみ）
	1〜9、0：
	QWERTYUIOP：
	ASDFGHJKL：
	ZXCVBNM,./ ：
	Synchronic用キーボード・フォーカス・モード のオン／オフを切り換えるには：

	Synchronic RTASのオートメーション

	オートメーション・ プレイリストを使用する
	オートメーションの対象とするパラメーターを 指定するには：
	1 目的のプラグインのプラグイン・ウィンドウを 開きます。
	2 プラグイン・ウィンドウの［auto（オートメー ション・イネーブル）］ボタンをクリックします。
	3 ［プラグインオートメーション（Plug-In Automation）］ダイアログが表示されたら、まず 左側のリストボックスでパラメーターを選択 し...
	4 最後に［OK］をクリックして、［プラグインオー トメーション（Plug-In Automation）］ダイアログ を閉じます。

	オートメーションを記録するには：
	1 オートメーション有効化（Plug-In Automation） ウィンドウの［plug-in］ボタンが選択されてい ることを確認します。
	2 MIDIコントロール・サーフィスを使用する場合 は、次の操作を行います。 MIDIコントロール・ サーフィスで、MIDIコントロール・ナンバーを 目的のパラメーターにアサインします。
	3 Synchronicをインサートしているトラックの オートメーション・モードを設定します。 最初 に記録する際には、Auto Writeモードを選択し ます。
	4 オートメーションの書き込みを開始するには、 まずトランスポート・ウィンドウのPlayをク リックし、プレイバックの進行に応じて、パラ メーターを操作します。
	5 作業が終わったら、トランスポート・ウィンド ウのStopをクリックします。


	MIDIを使用する
	プリセットのコンビネーションにMIDIノートを アサインするには：
	1 必要に応じて、MIDIモジュールをPerformance モードに切り換えます（17ページの 『Performanceモードと Editモード』参照）。
	2 ［ASSIGN］ボタンをクリックします。 ［ASSIGN］ ボタンが点灯し、アサインしたモジュールのア イコンがオンスクリーン・キーボード上に表示 されます（49ページの『MIDIキー・アサイン メント・アイコン』参照）。
	3 オンスクリーン・キーボード上のMIDIキーを クリックするか、MIDIキーボードの該当する鍵 盤を押します。
	4 目的のモジュールのアサイン・イネーブル・ボ タンでオン／オフを切り換えます（48ページの 『モジュールを取捨選択してアサインする』参 照）。 MIDIキー・アサインの状況がアイコンと して表示されます。
	5 Sound、Playback、Effect、およびXFadeのパラ メーターをエディットし、目的のプリセットを 選択します。

	Playback、Effects、およびXFadeの ユーザー・ノブにMIDIコントローラー・ ナンバーをアサインするには：
	1 必要に応じて、MIDIモジュールをEditモード に切り換えます（17ページの『Performanceモー ドと Editモード』参照）。
	2 目的のユーザー・ノブの［SOURCE］ポップアッ プメニューから［Pitch Wheel］または［Controller #］を選択します。
	3 ［Controller #］を選択した場合は、目的のMIDI コントローラー・ナンバーを数値フィールドに 入力するか、MIDIコントローラーを操作するこ とが必要です。

	SynchronicのオートメーションをMIDIを使って 操作するには：
	1 モノまたはステレオのAux入力トラック（Pro Tools LEのみ）またはオーディオ・トラックに Synchronicをインサートします。
	2 ［トラック（Track）］＞［新規...（New...）］を選 び、新規のMIDIトラックを作成します。
	3 MIDIトラックのアウトプット・セレクターをク リックし、目的のSynchronicプラグインを選択 します。
	4 状況に応じて、次のいずれかの操作を行います。

	MIDIオートメーションを表示する
	MIDIオートメーションを表示するには：
	1 編集ウィンドウのトラック・ビュー・セレクター で、目的のコントローラーを選択します。
	2 目的のコントローラーがトラック・ビュー・セ レクターに表示されない場合は、［コントロー ラーを追加／削除（Add/Remove Controller）］を 選びます。
	3 ［オートメーションされたMIDIコントローラー （Automated MIDI Controllers）］ダイアログが表 示されたら、まず目的のMIDIコントローラー を選択し、次に［追加（Add）］をクリックし、 最後に［OK］をクリックします。
	4 MIDIトラックのトラック・ビュー・セレクター で、新しく登録したタイプを選択します。


	セッティング・ライブラリアン機能の使い方
	セッティングといっしょに保管された オーディオをインポートする

	設定（セッティング）メニュー
	設定（セッティング）メニューには、次のような コマンドが用意されています。
	設定を保存（Save Settings）：
	設定を別名で保存...（Save Settings As...）：
	設定をコピー（Copy Settings）：
	設定をペースト（Paste Settings）：
	設定をインポート...（Import Settings...）：

	“ルー ト設定（Root Setting）フォルダ”または“セッショ ンフォルダ”とは別の場所から設定（Settings）ファ イルをインポートできます。
	現在の設定ファイルを削除 （Delete Current Settings File）：
	設定ファイルをロック（Lock Settings File）：
	ユーザーデフォルトとして設定 （Set As User Default）：

	設定の初期設定（Settings Preferences）
	プラグインの初期設定（Set Plug-In Default To）：
	プラグイン設定の保存先 （Save Plug-In Settings To）：
	ルート設定フォルダを設定... （Set Root Settings Folder...）：


	設定（セッティング）ファイル の保存先を指定する
	Synchronicプラグインの設定（セッティング）ファ イルを保存するには、まず保存先となるフォルダ を指定することが必要です。
	保存先のフォルダを指定するには：
	ルート設定フォルダを変更するには：
	1 設定（セッティング）メニューから、［設定の初 期設定（Settings Preferences）］＞［ルート設定 フォルダを設定...（Set Root Settings Folder...）］ を選びます。
	2 ダイアログが表示されたら、目的のフォルダを 選択します。



	Synchronicのセッティング内容 を管理する
	設定（セッティング）ポップアップメニューを使 うと、Synchronicのセッティング内容を管理でき ます。
	Synchronicのセッティング内容を保存するには：
	1 設定（セッティング）ポップアップメニューか ら［設定を保存（Save Settings）］を選びます。
	2 ダイアログが表示されたら、名前を入力し、 ［OK］をクリックします。 保存した設定内容は、 ライブラリアン・メニューに選択肢として表示 されます。

	以前に保存した設定ファイルをロードするには：
	セッティング内容をインポートするには：
	1 設定（セッティング）ポップアップメニューか ら［設定をインポート...（Import Settings...）］を 選びます。
	2 ダイアログが表示されたら、まず目的の設定 ファイルを選択し、次に［開く（Open）］をク リックします。 選択したファイルがルート設定 フォルダにコピーされます。

	セッティング内容をコピーするするには：
	セッティング内容をペーストするには：
	1 まず目的のプラグインのプラグイン・ウィンド ウを開きます。
	2 設定（セッティング）ポップアップメニューか ら［設定をコピー（Copy Settings）］を選びます。
	3 ペースト先のプラグインのプラグイン・ウィン ドウを開きます。
	4 設定（セッティング）ポップアップメニューか ら［設定をペースト（Paste Settings）］を選びます。

	カスタム・ユーザー・デフォルトを 作成するには：
	1 Synchronicのセッティング内容をファイルとし て保存します。
	2 設定（セッティング）ポップアップメニューか ら［ユーザーデフォルトとして設定（Set As User Default）］を選びます。

	Synchronicのデフォルトを ユーザー・デフォルトに変更するには：

	セッティング内容をサブフォルダに 小分けする
	セッティング用のサブフォルダを作成するには：
	1 設定（セッティング）ポップアップメニューか ら［設定を別名で保存...（Save Settings As...）］ を選びます。
	2 ［新規フォルダ（新しいフォルダの作成）］をク リックしてから、サブフォルダ用の名前を入力 します。
	3 セッティングに名前をつけ、［保存（Save）］を クリックします。 セッティング内容がサブフォ ルダに保存されます。

	Synchronic AudioSuiteプラグインの使い方


	Synchronic AudioSuiteの使い方
	Synchronic AudioSuiteのインスタンスを 作成するには：

	Synchronic AudioSuiteの モジュール
	Synchronic AudioSuiteのモジュール専用の Editモード
	Soundモジュール
	［LOAD SELECTION］ボタン：
	ひとつのループに制限：

	Playbackモジュール
	プレイバック・ユーザー・ノブがが用意されてい ない：

	Effectモジュール
	エフェクト・ユーザー・ノブがが用意されていな い：


	Synchronic AudioSuiteでの試聴
	1 オーディオ・ファイルまたはオーディオ・リー ジョン（ループ）の選択範囲を、サンプラーに サウンドを取り込む要領で、Soundモジュール にロードします。
	2 ［DETECTION］スライダーを使って、拍や拍の 下位区分といった論理的単位にスライスしま す。
	3 スライスしたループを試聴します。
	4 ループが完成したら、トラックに配置します。
	波形ディスプレイにオーディオを ロードする
	［LOAD SELECTION］ボタンの使い方
	Pro Toolsの選択範囲をSynchronicにロードする には：
	1 ［AudioSuite］＞［Synchronic］を選びます。
	2 Pro Toolsの編集ウィンドウで、目的の範囲を選 択します。
	3 Synchronic AudioSuiteのSoundモジュールで、 ［LOAD SELECTION］ボタンをクリックします。

	ループをスライスする
	ループを試聴する
	Synchronic AudioSuiteのループを試聴するには：


	Pro Toolsのトラックにループを配置する
	オーディオ・ループをPro Toolsに 配置するには：
	1 Pro Toolsの編集ウィンドウで、処理済のオー ディオ・ループを配置する範囲を選択します。
	2 ［process］をクリックすると、オーディオ・ルー プが選択範囲にプリントされます。




